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道路交通法の一部を改正する法律の一部の施行に伴う交通警察の運営について

（通達）

道路交通法の一部を改正する法律（令和２年法律第42号。以下「改正法」という。）

が、本年６月10日公布され、改正法附則第１条第１号に掲げる規定は、本年６月30日か

ら施行されることとなった。

また、改正法の施行に伴い、道路交通法施行令の一部を改正する政令（令和２年政令

第181号）、道路交通法施行規則及び自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律の施

行に伴う道路交通法施行規則の規定の読替えに関する内閣府令の一部を改正する内閣府

令（令和２年内閣府令第45号）及び指定講習機関に関する規則等の一部を改正する規則

（令和２年国家公安委員会規則第８号）が本日公布され、本年６月30日から施行される

こととなった。

今回施行される改正規定は、妨害運転に対する罰則の創設等に関するものであり、そ

の趣旨、内容及び留意事項は別紙のとおりであるので、改正規定が円滑かつ適切に施行

されるよう、関係事務の運営に万全を期されたい。



別紙

（凡例）

「改正法」 ： 道路交通法の一部を改正する法律（令和２年法律第42号）

「法」 ： 改正法による改正後の道路交通法（昭和35年法律第105号）

「改正令」 ： 道路交通法施行令の一部を改正する政令（令和２年政令第181号）

「令」 ： 改正令による改正後の道路交通法施行令（昭和35年政令第270号）

「府令」 ： 道路交通法施行規則及び自動車運転代行業の業務の適正化に関する

法律の施行に伴う道路交通法施行規則の規定の読替えに関する内閣府

令の一部を改正する内閣府令（令和２年内閣府令第45号）による改正

後の道路交通法施行規則（昭和35年総理府令第60号）

１ 妨害運転に対する罰則の創設等

(1) 趣旨

平成29年６月、神奈川県内の東名高速道路上において、他の自動車を執ように追

跡し、進路を塞ぐなどの妨害行為を繰り返した上、当該自動車を停止させて後続の

自動車に追突させ、停止させられた自動車に乗車していた一家４人を死傷させる事

件が発生した。また、この事件の発生以降も、同様の悪質・危険な運転行為が相次

いで発生しており、いわゆる「あおり運転」として重大な社会問題となっている。

このような状況を踏まえ、この種の悪質・危険な運転行為を抑止するため、他の

車両等の通行を妨害する目的で一定の違反行為をした者に対する罰則の創設等を行

うこととしたものである。

(2) 内容

ア 妨害運転に対する罰則の創設

(ｱ) 他の車両等の通行を妨害する目的で、以下の行為であって、当該他の車両等

に道路における交通の危険を生じさせるおそれのある方法によるものをした者

は、３年以下の懲役又は50万円以下の罰金に処することとした（法第117条の

２の２第11号）。

ａ 法第17条（通行区分）第４項の規定の違反となるような行為

ｂ 法第24条（急ブレーキの禁止）の規定に違反する行為

ｃ 法第26条（車間距離の保持）の規定の違反となるような行為

ｄ 法第26条の２（進路の変更の禁止）第２項の規定の違反となるような行為

ｅ 法第28条（追越しの方法）第１項又は第４項の規定の違反となるような行

為

ｆ 法第52条（車両等の灯火）第２項の規定に違反する行為



ｇ 法第54条（警音器の使用等）第２項の規定に違反する行為

ｈ 法第70条（安全運転の義務）の規定に違反する行為

ｉ 法第75条の４（最低速度）の規定の違反となるような行為

ｊ 法第75条の８（停車及び駐車の禁止）第１項の規定の違反となるような行

為

(ｲ) (ｱ)の罪を犯し、よって高速自動車国道等において他の自動車を停止させ、

その他道路における著しい交通の危険を生じさせた者は、５年以下の懲役又は

100万円以下の罰金に処することとした（法第117条の２第６号）。

イ 運転免許を受けることができない期間等に関する規定の整備

公安委員会は、運転免許を受けた者がア(ｲ)の行為をしたときは、その者の運

転免許を取り消すことができることとするとともに、３年以上10年を超えない範

囲内で当該処分を受けた者が運転免許を受けることができない期間を指定するこ

と等ができることとした（法第90条、第103条及び第107条の５）。

ウ 運転免許の効力の仮停止に関する規定の整備

ア(ｲ)の行為をし、よって交通事故を起こして人を死亡させ、又は傷つけた場

合について、運転免許の効力の仮停止の対象とすることとした（法第103条の２

第１項第２号）。

エ 妨害運転に付する基礎点数に関する規定の整備

法第117条の２の２第11号の罪に当たる行為（「妨害運転（交通の危険のおそ

れ）」）を一般違反行為とし、基礎点数25点を付することとした。また、法第117

条の２第６号の罪に当たる行為（「妨害運転（著しい交通の危険）」）を特定違反

行為とし、基礎点数35点を付することとした（令別表第２の１の表及び第２の２

の表）。

オ 重大違反に関する規定の整備

重大違反唆し等の対象となる重大違反に、妨害運転（著しい交通の危険）及び

妨害運転（交通の危険のおそれ）を追加することとした（令第33条の２の３第４

項）。

カ 仮運転免許の取消しの基準に関する規定の整備

仮運転免許の取消処分の対象となる違反に、妨害運転（著しい交通の危険）及

び妨害運転（交通の危険のおそれ）を追加することとした（令第39条の３第１項

第３号）。

キ 危険行為に関する規定の整備

自転車運転者講習の対象となる危険行為に、妨害運転（著しい交通の危険）及

び妨害運転（交通の危険のおそれ）を追加することとした（令第41条の３第15号）。

ク 安全運転管理者等の欠格要件に関する規定の整備



安全運転管理者等の欠格事由に、妨害運転に係る罪を追加することとした（府

令第９条の９第１項第２号ロ）。

(3) 留意事項

ア 妨害運転の抑止を図るため、関係機関・団体と連携して、改正規定の内容につ

いて周知徹底するとともに、妨害運転を誘発しない運転の必要性や妨害運転を受

けたときの対処法等についても一層の広報啓発活動を推進すること。

また、妨害運転に対する厳正な指導取締りを徹底するとともに、妨害運転を行

った者に対する迅速な行政処分を推進すること。

イ 改正規定の趣旨及び内容について、違反の構成要件、立証方法、捜査書類の作

成要領等について、教養を徹底すること。

２ その他

仮運転免許の取消処分の対象となる違反に、携帯電話使用等（交通の危険）（法第7

1条第５号の５の規定に違反する行為（同号の規定に違反し、よって道路における交

通の危険を生じさせた場合に限る。））を追加することとした（令第39条の３第１項第

３号）。

３ 経過措置

(1) 施行前にした行為を理由とする運転免許（法第84条第１項に規定する運転免許を

いう。）の拒否、保留、取消し若しくは効力の停止又は自動車等（法第84条第１項

に規定する自動車等をいう。）の運転の禁止については、なお従前の例によること

とした（改正法附則第３条）。

(2) 施行前にした行為に対する反則行為の取扱いに関しては、なお従前の例によるこ

ととした（改正法附則第８条）。

(3) 施行前にした行為を理由とする仮運転免許の取消しの基準については、なお従前

の例によることとした（改正令附則第２項）。

(4) 施行前にした違反行為に付する点数については、なお従前の例によることとした

（改正令附則第３項）。

（参考資料）

〇 道路交通法の一部を改正する法律（令和２年法律第42号）の官報の写し及び新旧対

照条文

〇 道路交通法施行令の一部を改正する政令（令和２年政令第181号）の官報の写し及

び新旧対照条文

〇 道路交通法施行規則及び自動車運転代行業の業務の適正化に関する法律の施行に伴



う道路交通法施行規則の規定の読替えに関する内閣府令の一部を改正する内閣府令

（令和２年内閣府令第45号）の官報の写し

〇 指定講習機関に関する規則等の一部を改正する規則（令和２年国家公安委員会規則

第８号）の官報の写し
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（
罰
則

第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
ロ
、

（
罰
則

第
百
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
三
）

第
百
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
三
）

（
車
間
距
離
の
保
持
）

（
車
間
距
離
の
保
持
）

第
二
十
六
条

（
略
）

第
二
十
六
条

（
略
）

（
罰
則

第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
ハ
、

（
罰
則

第
百
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
四
、
第
百
二
十
条
第
一
項
第
二
号
）

第
百
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
四
、
第
百
二
十
条
第
一
項
第
二
号
）

（
進
路
の
変
更
の
禁
止
）

（
進
路
の
変
更
の
禁
止
）

第
二
十
六
条
の
二

（
略
）

第
二
十
六
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
二
号

第
三
項
に
つ
い

の
二
第
十
一
号
ニ
、
第
百
二
十
条
第
一
項
第
二
号

第
三
項
に
つ
い
て
は
第
百

て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
三
号
、
同
条
第
二
項
）

二
十
条
第
一
項
第
三
号
、
同
条
第
二
項
）

（
追
越
し
の
方
法
）

（
追
越
し
の
方
法
）

第
二
十
八
条

（
略
）

第
二
十
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
罰
則

第
一
項
及
び
第
四
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百

（
罰
則

第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二
）

十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
ホ
、
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二

第
二
項

及
び
第
三
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
二
）

（
停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
）

（
停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
）

第
四
十
四
条

車
両
は
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
停
車
及
び
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

第
四
十
四
条

車
両
は
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
停
車
及
び
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
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道
路
の
部
分
及
び
次
に
掲
げ
る
そ
の
他
の
道
路
の
部
分
に
お
い
て
は
、
法
令
の
規

道
路
の
部
分
及
び
次
に
掲
げ
る
そ
の
他
の
道
路
の
部
分
に
お
い
て
は
、
法
令
の
規

定
若
し
く
は
警
察
官
の
命
令
に
よ
り
、
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
一
時
停
止
す

定
若
し
く
は
警
察
官
の
命
令
に
よ
り
、
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
一
時
停
止
す

る
場
合
の
ほ
か
、
停
車
し
、
又
は
駐
車
し
て
は
な
ら
な
い
。

る
場
合
の
ほ
か
、
停
車
し
、
又
は
駐
車
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
乗
合
自
動

車
又
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
、
そ
の
属
す
る
運
行
系
統
に
係
る
停
留
所
又
は
停
留
場

に
お
い
て
、
乗
客
の
乗
降
の
た
め
停
車
す
る
と
き
、
又
は
運
行
時
間
を
調
整
す
る

た
め
駐
車
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

交
差
点
、
横
断
歩
道
、
自
転
車
横
断
帯
、
踏
切
、
軌
道
敷
内
、
坂
の
頂
上
付

一

交
差
点
、
横
断
歩
道
、
自
転
車
横
断
帯
、
踏
切
、
軌
道
敷
内
、
坂
の
頂
上
付

近
、
勾
配
の
急
な
坂
又
は
ト
ン
ネ
ル

近
、
勾
配
の
急
な
坂
又
は
ト
ン
ネ
ル

こ
う

二

交
差
点
の
側
端
又
は
道
路
の
曲
が
り
角
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

二

交
差
点
の
側
端
又
は
道
路
の
ま
が
り
か
ど
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
新
設
）

一

乗
合
自
動
車
又
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
、
そ
の
属
す
る
運
行
系
統
に
係
る
停
留

所
又
は
停
留
場
に
お
い
て
、
乗
客
の
乗
降
の
た
め
停
車
す
る
と
き
、
又
は
運
行

時
間
を
調
整
す
る
た
め
駐
車
す
る
と
き
。

二

道
路
運
送
法
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
用

に
供
す
る
自
動
車
（
同
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の

用
に
供
す
る
自
動
車
に
あ
つ
て
は
同
法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
路

線
定
期
運
行
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
第
四
十
九
条
の
三
第
一
項
に
お
い

て
「
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
用
自
動
車
」
と
い
う
。
）
又
は
同
法
第
七
十

八
条
第
二
号
に
規
定
す
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
用
に
供
す
る
自
動
車
（
同

項
に
お
い
て
「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
自
動
車
」
と
い
う
。
）
が
、
乗
合
自
動

車
の
停
留
所
又
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
若
し
く
は
路
面
電
車
の
停
留
場
に
お
い
て
、

乗
客
の
乗
降
の
た
め
停
車
す
る
と
き
、
又
は
運
行
時
間
を
調
整
す
る
た
め
駐
車

す
る
と
き
（
当
該
停
留
所
又
は
停
留
場
に
お
け
る
停
車
又
は
駐
車
で
あ
つ
て
、
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地
域
住
民
の
生
活
に
必
要
な
旅
客
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
有
用
で
あ
り
、
か

つ
、
道
路
又
は
交
通
の
状
況
に
よ
り
支
障
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
内
閣
府
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
者
、
公
安
委
員
会
そ
の
他
の
当
該
停
車
又
は
駐
車
に
関
係
の

あ
る
者
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
が
合
意
し
、
そ
の
旨
を
公
安
委
員
会
が

公
示
し
た
も
の
を
す
る
場
合
に
限
る
。
）
。

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二

（
罰
則

第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
、
第
百
十
九
条
の

項
、
第
百
十
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
）

三
第
一
項
第
一
号
、
同
条
第
二
項
）

（
高
齢
運
転
者
等
標
章
自
動
車
の
停
車
又
は
駐
車
の
特
例
）

（
高
齢
運
転
者
等
標
章
自
動
車
の
停
車
又
は
駐
車
の
特
例
）

第
四
十
五
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

第
四
十
五
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
「
高
齢
運
転
者
等
」
と
い
う
。
）
が
運
転
す
る
普
通
自
動
車
（
当
該

項
に
お
い
て
「
高
齢
運
転
者
等
」
と
い
う
。
）
が
運
転
す
る
普
通
自
動
車
（
当
該

高
齢
運
転
者
等
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄

高
齢
運
転
者
等
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄

す
る
公
安
委
員
会
に
届
出
を
し
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
高
齢
運
転

す
る
公
安
委
員
会
に
届
出
を
し
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
高
齢
運
転

者
等
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
高
齢
運
転
者
等
標
章
を
そ
の
停
車
又

者
等
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
高
齢
運
転
者
等
標
章
を
そ
の
停
車
又

は
駐
車
を
し
て
い
る
間
前
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
た
も
の
（
以
下
「
高
齢

は
駐
車
を
し
て
い
る
間
前
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
た
も
の
（
以
下
「
高
齢

運
転
者
等
標
章
自
動
車
」
と
い
う
。
）
は
、
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

運
転
者
等
標
章
自
動
車
」
と
い
う
。
）
は
、
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
停
車
及

停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
道
路
の
部
分
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
駐
車

び
駐
車
を
禁
止
す
る
道
路
の
部
分
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
駐
車
を
禁
止

を
禁
止
す
る
道
路
の
部
分
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
停

す
る
道
路
の
部
分
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
停
車
又
は

車
又
は
駐
車
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規

駐
車
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
停
車
し
、
又
は
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
わ
ら
ず
、
停
車
し
、
又
は
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）
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（
停
車
又
は
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
の
特
例
）

（
停
車
又
は
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
の
特
例
）

第
四
十
六
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
車
両
は
、
第
四
十
四
条
第

第
四
十
六
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
車
両
は
、
第
四
十
四
条
又

一
項
又
は
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
道
路

は
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
道
路
の
部
分

の
部
分
又
は
駐
車
を
禁
止
す
る
道
路
の
部
分
の
一
部
に
つ
い
て
、
道
路
標
識
等
に

又
は
駐
車
を
禁
止
す
る
道
路
の
部
分
の
一
部
に
つ
い
て
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
停

よ
り
停
車
又
は
駐
車
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ

車
又
は
駐
車
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規

ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
停
車
し
、
又
は
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
停
車
し
、
又
は
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
方
法
等
）

（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
方
法
等
）

第
四
十
九
条
の
三

時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
車
両
の
駐
車
（
第
四
十
四
条
第

第
四
十
九
条
の
三

時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
車
両
の
駐
車
（
乗
合
自
動
車
又

二
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
乗
合
自
動
車
若
し
く
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス

は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
が
、
そ
の
属
す
る
運
行
系
統
に
係
る
停
留
所
又
は
停
留
場
に
お

又
は
当
該
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
用
自
動
車
若
し
く
は
自
家
用
有
償
旅
客
運

い
て
運
行
時
間
を
調
整
す
る
た
め
駐
車
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
乗
合
自
動
車
又

送
自
動
車
の
駐
車
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四

は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
駐
車
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
第

条
か
ら
第
四
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
か
ら
第
四
十
九
条
の

四
十
四
条
か
ら
第
四
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
か
ら
第
四
十

五
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

九
条
の
五
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
停
車
の
特
例
）

（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
停
車
の
特
例
）

第
四
十
九
条
の
六

車
両
は
、
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
の
道
路
標
識
等
に
よ
り
車

第
四
十
九
条
の
六

車
両
は
、
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
の
道
路
標
識
等
に
よ
り
車

両
が
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
路
の
部
分
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
時
間
制
限

両
が
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
路
の
部
分
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
時
間
制
限

駐
車
区
間
の
第
四
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
道
路
の
部
分
に
お
い
て
は
、
同

駐
車
区
間
の
第
四
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
道
路
の
部
分
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
停
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
停
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
違
法
停
車
に
対
す
る
措
置
）

（
違
法
停
車
に
対
す
る
措
置
）

第
五
十
条
の
二

車
両
（
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
五

第
五
十
条
の
二

車
両
（
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
を
除
く
。
以
下
第
五
十
一
条
の
二
ま
で
及

十
一
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
第
一
項

び
第
五
十
一
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
第
四
十
四
条
、
第
四
十
七
条
第
一
項

若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
四
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
停
車
し
て
い
る
と
認
め

若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
四
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
停
車
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
警
察
官
等
は
、
当
該
車
両
の
運
転
者
に
対
し
、
当
該
車
両
の
停

ら
れ
る
と
き
は
、
警
察
官
等
は
、
当
該
車
両
の
運
転
者
に
対
し
、
当
該
車
両
の
停

車
の
方
法
を
変
更
し
、
又
は
当
該
車
両
を
当
該
停
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
か

車
の
方
法
を
変
更
し
、
又
は
当
該
車
両
を
当
該
停
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
か

ら
移
動
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

ら
移
動
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
）

（
違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
）

第
五
十
一
条

車
両
が
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

第
五
十
一
条

車
両
が
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第

項
、
第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
の
三

四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項

第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
四
若
し
く
は
第
四
十
九
条
の
五
後
段

若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
四
若
し
く
は
第
四
十
九
条
の
五
後
段
の
規
定

の
規
定
に
違
反
し
て
駐
車
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
又
は
第
四
十
九
条
第

に
違
反
し
て
駐
車
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
又
は
第
四
十
九
条
第
一
項
の

一
項
の
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
を
設
置
す
る
時
間
制
限
駐
車
区
間
に

パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
を
設
置
す
る
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
い
て

お
い
て
駐
車
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
当
該
車
両
に
当
該
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ

駐
車
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
当
該
車
両
に
当
該
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
発
給

ト
発
給
設
備
に
よ
り
発
給
を
受
け
た
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
が
掲
示
さ
れ
て
お

設
備
に
よ
り
発
給
を
受
け
た
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
が
掲
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ら
ず
、
か
つ
、
第
四
十
九
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

か
つ
、
第
四
十
九
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

る
と
き
（
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
「
違
法
駐
車
と
認
め
ら
れ
る
場
合

（
次
条
第
一
項
及
び
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
「
違
法
駐
車
と
認
め
ら

」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
警
察
官
等
は
、
当
該
車
両
の
運
転
者
そ
の
他
当
該
車
両

れ
る
場
合
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
警
察
官
等
は
、
当
該
車
両
の
運
転
者
そ
の
他

の
管
理
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
運
転
者
等
」
と
い

当
該
車
両
の
管
理
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
運
転
者

う
。
）
に
対
し
、
当
該
車
両
の
駐
車
の
方
法
を
変
更
し
、
若
し
く
は
当
該
車
両
を

等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
車
両
の
駐
車
の
方
法
を
変
更
し
、
若
し
く
は
当

当
該
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
移
動
す
べ
き
こ
と
又
は
当
該
車
両
を
当

該
車
両
を
当
該
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
移
動
す
べ
き
こ
と
又
は
当
該

該
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
当
該
車
両
が
駐
車
し
て
い
る
場
所
か
ら
移
動
す
べ
き
こ

車
両
を
当
該
時
間
制
限
駐
車
区
間
の
当
該
車
両
が
駐
車
し
て
い
る
場
所
か
ら
移
動
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と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

14

14

第
二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
車
両
の
移

第
二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
車
両
の
移

15

15

動
、
車
両
の
保
管
、
公
示
そ
の
他
の
措
置
に
要
し
た
費
用
は
、
当
該
車
両
の
運
転

動
、
車
両
の
保
管
、
公
示
そ
の
他
の
措
置
に
要
し
た
費
用
は
、
当
該
車
両
の
運
転

者
等
又
は
使
用
者
若
し
く
は
所
有
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
使
用

者
等
又
は
使
用
者
若
し
く
は
所
有
者
（
以
下
第
五
十
一
条
の
二
の
二
ま
で
に
お
い

者
等
」
と
い
う
。
）
の
負
担
と
す
る
。

て
「
使
用
者
等
」
と
い
う
。
）
の
負
担
と
す
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

16

21

16

21

第
六
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
二
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
六
項
の
規

第
六
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
二
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
六
項
の
規

22

22

定
に
よ
り
保
管
し
た
車
両
に
積
載
物
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
積
載
物
に
つ

定
に
よ
り
保
管
し
た
車
両
に
積
載
物
が
あ
つ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
積
載
物
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
項
中
「
使
用
者
」
と
あ
る
の
は
「

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
項
中
「
使
用
者
」
と
あ
る
の
は
「

所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
積
載
物
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の

所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
積
載
物
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
九
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の

条
に
お
い
て
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
九
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
」
と
、
「
知
る
こ
と

は
「
第
二
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
」
と
、
「
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
当
該
積
載
物
の
所

が
で
き
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
当
該
積
載
物
の
所

有
者
以
外
の
者
に
当
該
積
載
物
を
返
還
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

有
者
以
外
の
者
に
当
該
積
載
物
を
返
還
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

」
と
、
第
十
一
項
中
「
第
七
項
か
ら
前
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
項
に

」
と
、
第
十
一
項
中
「
第
七
項
か
ら
前
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
及
び
前
二
項
」
と
、
第
十
二
項
中
「
第
八

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
及
び
前
二
項
」
と
、
第
十
二
項
中
「
第
八

項
の
規
定
に
よ
る
告
知
の
日
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
腐
敗
し
、
若
し
く
は
変
質
す

項
の
規
定
に
よ
る
告
知
の
日
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
腐
敗
し
、
若
し
く
は
変
質
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
第
二
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
第
二
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第

七
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
積
載
物
の
所
有
者
に
対
す
る
告
知
の
日
若
し
く
は
」
と

七
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
積
載
物
の
所
有
者
に
対
す
る
告
知
の
日
若
し
く
は
」
と

、
「
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
若
し
く
は
手
数
」
と
、
第
十
五
項
中
「
第
二
項

、
「
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
若
し
く
は
手
数
」
と
、
第
十
五
項
中
「
第
二
項

、
第
三
項
又
は
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
車
両
の
移
動
、
」
と

、
第
三
項
又
は
第
五
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
車
両
の
移
動
、
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
項
、
第
七
項
又
は
第
九
項
か

あ
る
の
は
「
第
二
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
項
、
第
七
項
又
は
第
九
項
か

ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
」
と
、
「
運
転
者
等
又
は
使
用
者
若
し
く
は
所

ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
」
と
、
「
運
転
者
等
又
は
使
用
者
若
し
く
は
所
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有
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
使
用
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る

有
者
（
以
下
第
五
十
一
条
の
二
の
二
ま
で
に
お
い
て
「
使
用
者
等
」
と
い
う
。
）

の
は
「
所
有
者
等
」
と
、
第
十
六
項
中
「
運
転
者
等
又
は
使
用
者
等
」
と
あ
る
の

」
と
あ
る
の
は
「
所
有
者
等
」
と
、
第
十
六
項
中
「
運
転
者
等
又
は
使
用
者
等
」

は
「
所
有
者
等
」
と
、
第
二
十
項
中
「
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「

と
あ
る
の
は
「
所
有
者
等
」
と
、
第
二
十
項
中
「
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
あ

第
二
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
積
載

る
の
は
「
第
二
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
の
規
定
に
よ
る

物
の
所
有
者
に
対
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

当
該
積
載
物
の
所
有
者
に
対
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
削
る
）

第
五
十
一
条
の
二

公
安
委
員
会
は
、
違
法
駐
車
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
係
る
車
両

の
運
転
者
の
行
為
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
一
条
の
四
に
お
い
て
「
違
法
駐
車

行
為
」
と
い
う
。
）
が
常
態
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
道
路
の
区
間
で
あ
つ
て
、
次

項
の
規
定
に
よ
る
車
輪
止
め
装
置
の
取
付
け
の
措
置
に
よ
つ
て
違
法
駐
車
行
為
の

防
止
を
図
る
こ
と
が
適
当
な
も
の
を
、
車
輪
止
め
装
置
取
付
け
区
間
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
に
係
る
道
路
の
区
間
に
、
当
該
区
間
が
車
輪
止

め
装
置
取
付
け
区
間
で
あ
る
旨
の
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

警
察
署
長
は
、
道
路
又
は
交
通
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
車
輪
止
め
装
置
取
付
け

区
間
に
お
け
る
違
法
駐
車
行
為
を
防
止
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
区
間
に
お
け
る
違
法
駐
車
行
為
に
係
る
車
両
に
車
輪
止
め
装
置
を
取
り

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

次
に
掲
げ
る
車
両
に
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
車
輪
止
め
装
置
を
取

り
付
け
て
は
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
当

該
命
令
に
係
る
車
両

二

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
警
察
署
長
が
車
輪
止
め
装
置
を
取
り
除
い
た
車
両
で
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あ
つ
て
、
取
り
除
い
た
時
か
ら
四
時
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
（
当
該
取
り

除
い
た
時
か
ら
当
該
車
両
に
つ
い
て
同
一
の
違
法
駐
車
行
為
が
継
続
し
て
い
る

も
の
に
限
る
。
）

４

警
察
署
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
に
車
輪
止
め
装
置
を
取
り
付
け
る

と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
車
両
に
車
輪
止

め
装
置
を
取
り
付
け
る
旨
の
広
報
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

警
察
署
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
に
車
輪
止
め
装
置
を
取
り
付
け
た

と
き
は
、
当
該
車
両
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
当
該
車
両
を
移
動
し
よ
う
と
す
る
者

は
そ
の
旨
を
当
該
警
察
署
長
に
申
告
し
て
当
該
車
両
に
取
り
付
け
た
車
輪
止
め
装

置
を
取
り
除
く
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め

る
事
項
を
記
載
し
た
標
章
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

警
察
署
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
車
輪
止
め
装
置
を
取
り
付
け
た
車
両
の

使
用
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
で
あ
つ
て
当
該
車
両
を
移
動
し
よ
う
と
す
る
も
の
か

ら
そ
の
旨
の
申
告
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
車
両
に
取
り
付
け
た
車
輪
止
め
装
置

を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
警
察
署
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
車
両
へ

の
車
輪
止
め
装
置
の
取
付
け
を
開
始
し
た
時
か
ら
二
十
四
時
間
を
経
過
す
る
ま
で

に
、
当
該
車
両
に
取
り
付
け
た
車
輪
止
め
装
置
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
８

第
六
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
警
察
署
長
は
、
第
二
項
の
や
む
を
得
な
い
と

認
め
る
事
情
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
又
は
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止
し

、
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
同
項
の
規

定
に
よ
り
車
両
に
取
り
付
け
た
車
輪
止
め
装
置
を
取
り
除
く
も
の
と
す
る
。

９

警
察
署
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
取
り
付
け
た
車
輪
止
め
装
置
を
取
り
除
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く
と
き
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
車
両
に
取
り
付
け
た
標
章
を
取
り
除
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
人
も
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
に
取
り
付
け
ら
れ
た
車
輪
止
め
装
置
を

10
破
損
し
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
に
取
り
付
け
ら
れ
た
標
章
を
破
損
し
、
若

し
く
は
汚
損
し
、
又
は
警
察
署
長
が
取
り
除
く
場
合
を
除
き
、
こ
れ
ら
を
取
り
除

い
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
項
の
標
章
の
様
式
そ
の
他
同
項
の
標
章
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府

11
令
で
定
め
る
。

（
罰
則

第
十
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
五
第
二
号
、
第
百
二
十
一
条
第

一
項
第
九
号
）

（
報
告
徴
収
等
）

（
報
告
徴
収
等
）

第
五
十
一
条
の
二

警
察
署
長
は
、
前
条
の
規
定
の
施
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

第
五
十
一
条
の
二
の
二

警
察
署
長
は
、
第
五
十
一
条
の
規
定
の
施
行
の
た
め
必
要

め
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
車
両
の
使
用
者
等
そ
の
他

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
車
両
の
使
用

の
関
係
者
又
は
同
条
第
二
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

者
等
そ
の
他
の
関
係
者
又
は
同
条
第
二
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項

り
保
管
し
た
積
載
物
の
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
積
載
物
に
つ
い
て
権
原
を

の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
積
載
物
の
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
積
載
物
に
つ

有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
当
該
車
両
又
は
積
載
物
に
関
し
必
要
な
報

い
て
権
原
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
当
該
車
両
又
は
積
載
物
に
関

告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
必
要
な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

警
察
署
長
は
、
前
条
の
規
定
の
施
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

２

警
察
署
長
は
、
第
五
十
一
条
の
規
定
の
施
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

官
庁
、
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
に
照
会
し
、
又
は
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

き
は
、
官
庁
、
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
に
照
会
し
、
又
は
協
力
を
求
め
る
こ
と
が

。

で
き
る
。

（
放
置
違
反
金
）

（
放
置
違
反
金
）

第
五
十
一
条
の
四

警
察
署
長
は
、
警
察
官
等
に
、
違
法
駐
車
と
認
め
ら
れ
る
場
合

第
五
十
一
条
の
四

警
察
署
長
は
、
警
察
官
等
に
、
違
法
駐
車
と
認
め
ら
れ
る
場
合
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に
お
け
る
車
両
（
軽
車
両
に
あ
つ
て
は
、
牽
引
さ
れ
る
た
め
の
構
造
及
び
装
置
を

に
お
け
る
車
両
（
軽
車
両
に
あ
つ
て
は
、
牽
引
さ
れ
る
た
め
の
構
造
及
び
装
置
を

け
ん

け
ん

有
し
、
か
つ
、
車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
の
車
両
総
重

有
し
、
か
つ
、
車
両
総
重
量
（
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
条
第
三
号
の
車
両
総
重

量
を
い
う
。
）
が
七
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
も
の
（
以
下
「
重
被
牽
引
車

量
を
い
う
。
）
が
七
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
も
の
（
以
下
「
重
被
牽
引
車

け
ん

け
ん

」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
運

」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の
運

転
者
が
こ
れ
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
も
の
（

転
者
が
こ
れ
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
も
の
（

以
下
「
放
置
車
両
」
と
い
う
。
）
の
確
認
を
さ
せ
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

以
下
「
放
置
車
両
」
と
い
う
。
）
の
確
認
を
さ
せ
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
確
認
を
し
た
旨
及
び
当
該
車
両
に
係
る
違
法
駐
車
行
為
（
違
法
駐

に
よ
り
、
当
該
確
認
を
し
た
旨
及
び
当
該
車
両
に
係
る
違
法
駐
車
行
為
を
し
た
者

車
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
係
る
車
両
の
運
転
者
の
行
為
を
い
う
。
第
四
項
及
び
第

に
つ
い
て
第
四
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
し
な
い
と
き
は
同
項
本
文

十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
者
に
つ
い
て
第
四
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る

の
規
定
に
よ
り
当
該
車
両
の
使
用
者
が
放
置
違
反
金
の
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と

場
合
に
該
当
し
な
い
と
き
は
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
当
該
車
両
の
使
用
者
が
放

が
あ
る
旨
を
告
知
す
る
標
章
を
当
該
車
両
の
見
や
す
い
箇
所
に
取
り
付
け
さ
せ
る

置
違
反
金
の
納
付
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
告
知
す
る
標
章
を
当
該
車
両

こ
と
が
で
き
る
。

の
見
や
す
い
箇
所
に
取
り
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

18

18

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
車
両
等
の
灯
火
）

（
車
両
等
の
灯
火
）

第
五
十
二
条

（
略
）

第
五
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
五
号
、
同
条
第
二
項

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
五
号
、
同
条
第
二
項

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
八
号
、
同
条
第
二
項
）

一
号
ヘ
、
第
百
二
十
条
第
一
項
第
八
号
、
同
条
第
二
項
）

（
警
音
器
の
使
用
等
）

（
警
音
器
の
使
用
等
）

第
五
十
四
条

（
略
）

第
五
十
四
条

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
八
号
、
同
条
第
二
項

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
条
第
一
項
第
八
号
、
同
条
第
二
項

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
）

一
号
ト
、
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
六
号
）

（
自
転
車
道
の
通
行
区
分
）

（
自
転
車
道
の
通
行
区
分
）

第
六
十
三
条
の
三

車
体
の
大
き
さ
及
び
構
造
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

第
六
十
三
条
の
三

車
体
の
大
き
さ
及
び
構
造
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
自
転
車
で
、
他
の
車
両
を
牽
引
し
て
い
な
い
も
の
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

す
る
二
輪
又
は
三
輪
の
自
転
車
で
、
他
の
車
両
を
牽
引
し
て
い
な
い
も
の
（
以
下

け
ん

け
ん

「
普
通
自
転
車
」
と
い
う
。
）
は
、
自
転
車
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
道
路
に
お
い

こ
の
節
に
お
い
て
「
普
通
自
転
車
」
と
い
う
。
）
は
、
自
転
車
道
が
設
け
ら
れ
て

て
は
、
自
転
車
道
以
外
の
車
道
を
横
断
す
る
場
合
及
び
道
路
の
状
況
そ
の
他
の
事

い
る
道
路
に
お
い
て
は
、
自
転
車
道
以
外
の
車
道
を
横
断
す
る
場
合
及
び
道
路
の

情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
自
転
車
道
を
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

状
況
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
自
転
車
道
を
通
行
し

い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
安
全
運
転
の
義
務
）

（
安
全
運
転
の
義
務
）

第
七
十
条

（
略
）

第
七
十
条

（
略
）

（
罰
則

第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
チ
、

（
罰
則

第
百
十
九
条
第
一
項
第
九
号
、
同
条
第
二
項
）

第
百
十
九
条
第
一
項
第
九
号
、
同
条
第
二
項
）

（
運
転
者
の
遵
守
事
項
）

（
運
転
者
の
遵
守
事
項
）

第
七
十
一
条

車
両
等
の
運
転
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

第
七
十
一
条

車
両
等
の
運
転
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一
～
五
の
三

（
略
）

一
～
五
の
三

（
略
）

五
の
四

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
か
ら

五
の
四

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
一
条
の
五
第
二
項
か
ら
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第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す

第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す

る
者
又
は
第
八
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
仮
運
転
免
許
を
受
け
た
者
が
表
示

る
者
又
は
第
八
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
仮
運
転
免
許
を
受
け
た
者
が
表
示

自
動
車
（
第
七
十
一
条
の
五
第
一
項
、
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第

自
動
車
（
第
七
十
一
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
七
十
一
条
の
六
第

八
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
標
識
を
付
け
た
準
中
型
自
動
車
又
は
第
七
十
一

二
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
八
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
標
識
を
付

条
の
五
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
七
十
一
条
の
六
第
二
項
若
し
く
は
第
三

け
た
普
通
自
動
車
又
は
第
七
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
標
識
を
付
け
た

項
若
し
く
は
第
八
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
標
識
を
付
け
た
普
通
自
動
車
を

準
中
型
自
動
車
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
運
転
し
て
い
る

い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
運
転
し
て
い
る
と
き
は
、
危
険
防

と
き
は
、
危
険
防
止
の
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
進
行
し
て
い
る
当

止
の
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
進
行
し
て
い
る
当
該
表
示
自
動
車
の

該
表
示
自
動
車
の
側
方
に
幅
寄
せ
を
し
、
又
は
当
該
自
動
車
が
進
路
を
変
更
し

側
方
に
幅
寄
せ
を
し
、
又
は
当
該
自
動
車
が
進
路
を
変
更
し
た
場
合
に
そ
の
変

た
場
合
に
そ
の
変
更
し
た
後
の
進
路
と
同
一
の
進
路
を
後
方
か
ら
進
行
し
て
く

更
し
た
後
の
進
路
と
同
一
の
進
路
を
後
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
表
示
自
動
車
が

る
表
示
自
動
車
が
当
該
自
動
車
と
の
間
に
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
必
要
な
距

当
該
自
動
車
と
の
間
に
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
必
要
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が

離
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
進
路
を
変
更
し
な
い
こ
と
。

で
き
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
進
路
を
変
更
し
な
い
こ
と
。

五
の
五
・
六

（
略
）

五
の
五
・
六

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
初
心
運
転
者
標
識
等
の
表
示
義
務
）

（
初
心
運
転
者
標
識
等
の
表
示
義
務
）

第
七
十
一
条
の
五

（
略
）

第
七
十
一
条
の
五

（
略
）

２

第
八
十
四
条
第
三
項
の
準
中
型
自
動
車
免
許
又
は
普
通
自
動
車
免
許
を
受
け
た

２

第
八
十
四
条
第
三
項
の
普
通
自
動
車
免
許
を
受
け
た
者
で
、
当
該
普
通
自
動
車

者
で
、
当
該
準
中
型
自
動
車
免
許
又
は
普
通
自
動
車
免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
（

免
許
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く

当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
一
年
に
達

。
）
が
通
算
し
て
一
年
に
達
し
な
い
も
の
（
当
該
免
許
を
受
け
た
日
前
六
月
以
内

し
な
い
も
の
（
当
該
免
許
を
受
け
た
日
前
六
月
以
内
に
準
中
型
自
動
車
免
許
又
は

に
普
通
自
動
車
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
、
現
に
受
け
て
い
る
普
通
自

普
通
自
動
車
免
許
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
者
、
現
に
受
け
て
い
る
準
中
型
自

動
車
免
許
を
受
け
た
日
以
後
に
当
該
免
許
に
係
る
上
位
免
許
（
第
八
十
五
条
第
二

動
車
免
許
又
は
普
通
自
動
車
免
許
を
受
け
た
日
以
後
に
当
該
免
許
に
係
る
上
位
免

項
の
規
定
に
よ
り
一
の
種
類
の
運
転
免
許
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
表
の
区
分
に

許
（
第
八
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
一
の
種
類
の
運
転
免
許
に
つ
い
て
同
条

従
い
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
（
以
下
「
免
許
自
動
車
等
」
と
い
う
。
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第
一
項
の
表
の
区
分
に
従
い
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
（
以
下
「
免
許

）
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
の
種
類
の
運
転
免
許
（
第
八
十
四
条
第
二
項
の

自
動
車
等
」
と
い
う
。
）
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
他
の
種
類
の
運
転
免
許
（

仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
百
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に

第
八
十
四
条
第
二
項
の
仮
運
転
免
許
を
除
く
。
）
を
い
う
。
第
百
条
の
二
第
一
項

お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）

第
一
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
者
で
政
令
で
定

は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
普
通
自
動
車
の
前
面
及
び
後
面
に
内
閣

め
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
普
通
自
動
車
の

府
令
で
定
め
る
様
式
の
標
識
を
付
け
な
い
で
普
通
自
動
車
を
運
転
し
て
は
な
ら
な

前
面
及
び
後
面
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
様
式
の
標
識
を
付
け
な
い
で
普
通
自
動
車

い
。

を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

第
七
十
二
条
の
二

（
略
）

第
七
十
二
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
五
十
一
条
第
七
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
並
び
に
第
五
十
一
条

３

第
五
十
一
条
第
七
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
並
び
に
第
五
十
一
条

の
二
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
損
壊
物
等
に
つ
い
て
準
用

の
二
の
二
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
損
壊
物
等
に
つ
い
て

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
第
七
項
中
「
使
用
者
」
と
あ
る
の
は

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
第
七
項
中
「
使
用
者
」
と
あ
る

「
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
損
壊
物
等
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
（
以
下

の
は
「
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
損
壊
物
等
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
（

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
条
第
九
項
中

以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
一
条
の
二
の
二
に
お
い
て
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）

「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お

す
る
第
七
項
」
と
、
「
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
知
る
こ
と
が
で

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
」
と
、
「
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る

き
ず
、
か
つ
、
当
該
損
壊
物
等
の
所
有
者
以
外
の
者
に
当
該
損
壊
物
等
を
返
還
す

の
は
「
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
当
該
損
壊
物
等
の
所
有
者
以
外
の
者
に
当

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
七
項
か
ら

該
損
壊
物
等
を
返
還
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と
、
同
条
第
十

前
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

一
項
中
「
第
七
項
か
ら
前
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に

用
す
る
第
七
項
及
び
前
二
項
」
と
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
八
項
の
規
定
に
よ
る

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
及
び
前
二
項
」
と
、
同
条
第
十
二
項
中
「

告
知
の
日
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
腐
敗
し
、
若
し
く
は
変
質
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

第
八
項
の
規
定
に
よ
る
告
知
の
日
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
腐
敗
し
、
若
し
く
は
変
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と
き
、
又
は
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項

質
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
又
は
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替

の
規
定
に
よ
る
当
該
損
壊
物
等
の
所
有
者
に
対
す
る
告
知
の
日
若
し
く
は
」
と
、

え
て
準
用
す
る
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
損
壊
物
等
の
所
有
者
に
対
す
る
告
知

「
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
若
し
く
は
手
数
」
と
、
同
条
第
十
五
項
中
「
運
転

の
日
若
し
く
は
」
と
、
「
費
用
」
と
あ
る
の
は
「
費
用
若
し
く
は
手
数
」
と
、
同

者
等
又
は
使
用
者
若
し
く
は
所
有
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
使
用

条
第
十
五
項
中
「
運
転
者
等
又
は
使
用
者
若
し
く
は
所
有
者
（
以
下
第
五
十
一
条

者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
者
等
」
と
、
同
条
第
十
六
項
中
「
運

の
二
の
二
ま
で
に
お
い
て
「
使
用
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
者

転
者
等
又
は
使
用
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
者
等
」
と
、
同
条
第
二
十
項
中
「

等
」
と
、
同
条
第
十
六
項
中
「
運
転
者
等
又
は
使
用
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
所
有

第
八
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読

者
等
」
と
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
七

み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
損
壊
物
等
の
所
有
者
に
対
す
る

十
二
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
当

」
と
、
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
車

該
損
壊
物
等
の
所
有
者
に
対
す
る
」
と
、
第
五
十
一
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
同

両
の
使
用
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
又
は
同
条
第
二
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
車
両
の
使
用
者
等
そ
の
他
の
関
係
者
又
は
同

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
積
載
物
の
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
積

条
第
二
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
積
載

載
物
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
後

物
の
所
有
者
、
占
有
者
そ
の
他
当
該
積
載
物
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
」
と
あ

段
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
損
壊
物
等
の
所
有
者
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
の
は
「
第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
保
管
し
た
損
壊
物
等
の

る
。

所
有
者
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
自
動
車
の
使
用
者
の
義
務
等
）

（
自
動
車
の
使
用
者
の
義
務
等
）

第
七
十
五
条

自
動
車
（
重
被
牽
引
車
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
一
項
及
び

第
七
十
五
条

自
動
車
（
重
被
牽
引
車
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
一
項
及
び

け
ん

け
ん

第
七
十
五
条
の
二
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
者
（
安
全
運
転
管
理

第
七
十
五
条
の
二
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
者
（
安
全
運
転
管
理

者
等
そ
の
他
自
動
車
の
運
行
を
直
接
管
理
す
る
地
位
に
あ
る
者
を
含
む
。
次
項
に

者
等
そ
の
他
自
動
車
の
運
行
を
直
接
管
理
す
る
地
位
に
あ
る
者
を
含
む
。
次
項
に

お
い
て
「
使
用
者
等
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
者
の
業
務
に
関
し
、
自
動
車
の
運

お
い
て
「
使
用
者
等
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
者
の
業
務
に
関
し
、
自
動
車
の
運

転
者
に
対
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
命
じ
、
又

転
者
に
対
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
命
じ
、
又

は
自
動
車
の
運
転
者
が
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
は
な
ら
な
い
。

は
自
動
車
の
運
転
者
が
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

自
動
車
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
す
る
行
為
（

七

自
動
車
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
す
る
行
為
（
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当
該
行
為
に
よ
り
自
動
車
が
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し

当
該
行
為
に
よ
り
自
動
車
が
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第

く
は
第
二
項
、
第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
八
条
、
第
四

二
項
、
第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条

十
九
条
の
三
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
四
若
し
く
は
第
七
十
五
条
の
八
第
一
項

の
三
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
四
若
し
く
は
第
七
十
五
条
の
八
第
一
項
の
規
定

の
規
定
に
違
反
し
て
駐
車
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
の
も
の
又
は
自
動
車
が
こ
れ

に
違
反
し
て
駐
車
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
の
も
の
又
は
自
動
車
が
こ
れ
ら
の
規

ら
の
規
定
に
違
反
し
て
駐
車
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

定
に
違
反
し
て
駐
車
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

11

11

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
最
低
速
度
）

（
最
低
速
度
）

第
七
十
五
条
の
四

（
略
）

第
七
十
五
条
の
四

（
略
）

（
罰
則

第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
リ
、

（
罰
則

第
百
二
十
条
第
一
項
第
十
二
号
）

第
百
二
十
条
第
一
項
第
十
二
号
）

（
停
車
及
び
駐
車
の
禁
止
）

（
停
車
及
び
駐
車
の
禁
止
）

第
七
十
五
条
の
八

（
略
）

第
七
十
五
条
の
八

（
略
）

２

第
五
十
条
の
二
か
ら
第
五
十
一
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
自
動
車
が
前
項
の
規

２

第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
一
条
及
び
第
五
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
は
、
自
動

定
に
違
反
し
て
停
車
し
、
又
は
駐
車
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準

車
が
前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
停
車
し
、
又
は
駐
車
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
当
該
車
両
が
駐
車
し

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
第
三
項
中
「
当
該

て
い
る
場
所
か
ら
の
距
離
が
五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
道
路
上
の
場
所
」
と
あ

車
両
が
駐
車
し
て
い
る
場
所
か
ら
の
距
離
が
五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
道
路
上

る
の
は
「
政
令
で
定
め
る
場
所
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
当
該
車
両
が
駐
車
し
て

の
場
所
」
と
あ
る
の
は
「
政
令
で
定
め
る
場
所
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
当
該
車

い
る
場
所
か
ら
の
距
離
が
五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
範
囲
の
地
域
内
の
道
路
上

両
が
駐
車
し
て
い
る
場
所
か
ら
の
距
離
が
五
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
範
囲
の
地

に
当
該
車
両
を
移
動
す
る
場
所
が
な
い
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
政
令
で
定

域
内
の
道
路
上
に
当
該
車
両
を
移
動
す
る
場
所
が
な
い
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
前

め
る
場
所
に
当
該
車
両
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
」
と
、
同
条
第
五
項

項
の
政
令
で
定
め
る
場
所
に
当
該
車
両
を
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
」
と

中
「
駐
車
場
、
空
地
、
第
三
項
に
規
定
す
る
場
所
以
外
の
道
路
上
の
場
所
そ
の
他

、
同
条
第
五
項
中
「
駐
車
場
、
空
地
、
第
三
項
に
規
定
す
る
場
所
以
外
の
道
路
上
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の
場
所
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
に
規
定
す
る
場
所
以
外
の
場
所
」
と
読
み
替
え

の
場
所
そ
の
他
の
場
所
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
に
規
定
す
る
場
所
以
外
の
場
所

る
も
の
と
す
る
。

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
百
十
九

の
二
第
十
一
号
ヌ
、
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
百
十
九
条
の
三
第

条
の
三
第
一
項
第
四
号

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
三
号
）

一
項
第
四
号

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
三
号
）

（
仮
免
許
）

（
仮
免
許
）

第
八
十
七
条

（
略
）

第
八
十
七
条

（
略
）

２

大
型
仮
免
許
を
受
け
た
者
は
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又

２

大
型
仮
免
許
を
受
け
た
者
は
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又

は
普
通
自
動
車
を
、
中
型
仮
免
許
を
受
け
た
者
は
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車

は
普
通
自
動
車
を
、
中
型
仮
免
許
を
受
け
た
者
は
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車

又
は
普
通
自
動
車
を
、
準
中
型
仮
免
許
を
受
け
た
者
は
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通

又
は
普
通
自
動
車
を
、
準
中
型
仮
免
許
を
受
け
た
者
は
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通

自
動
車
を
、
普
通
仮
免
許
を
受
け
た
者
は
普
通
自
動
車
を
、
練
習
の
た
め
又
は
試

自
動
車
を
、
普
通
仮
免
許
を
受
け
た
者
は
普
通
自
動
車
を
、
練
習
の
た
め
又
は
試

験
等
に
お
い
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
仮
免
許
を
受

験
等
に
お
い
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
仮
免
許
を
受

け
た
者
は
、
練
習
の
た
め
自
動
車
を
運
転
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
運
転
者

け
た
者
は
、
練
習
の
た
め
自
動
車
を
運
転
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
運
転
者

席
の
横
の
乗
車
装
置
に
、
当
該
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
第
一
種
免
許

席
の
横
の
乗
車
装
置
に
、
当
該
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
第
一
種
免
許

を
受
け
て
い
る
者
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
で
当
該
免

を
受
け
て
い
る
者
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
で
当
該
免

許
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。

許
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。

）
が
通
算
し
て
三
年
以
上
の
も
の
、
当
該
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
第

）
が
通
算
し
て
三
年
以
上
の
も
の
、
当
該
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
第

二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
及
び
二
十
一

二
種
免
許
を
受
け
て
い
る
者
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）

歳
に
満
た
な
い
者
を
除
く
。
）
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
を
同
乗
さ
せ
、
か
つ
、

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
を
同
乗
さ
せ
、
か
つ
、
そ
の
指
導
の
下
に
、
当
該
自
動

そ
の
指
導
の
下
に
、
当
該
自
動
車
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

車
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）
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（
免
許
の
拒
否
等
）

（
免
許
の
拒
否
等
）

第
九
十
条

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
（
当

第
九
十
条

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
（
当

該
運
転
免
許
試
験
に
係
る
適
性
試
験
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
、
第
一
種
免
許

該
運
転
免
許
試
験
に
係
る
適
性
試
験
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
、
第
一
種
免
許

又
は
第
二
種
免
許
に
あ
つ
て
は
一
年
を
、
仮
免
許
に
あ
つ
て
は
三
月
を
経
過
し
て

又
は
第
二
種
免
許
に
あ
つ
て
は
一
年
を
、
仮
免
許
に
あ
つ
て
は
三
月
を
経
過
し
て

い
な
い
者
に
限
る
。
）
に
対
し
、
免
許
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

い
な
い
者
に
限
る
。
）
に
対
し
、
免
許
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従

い
、
免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ

い
、
免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ

。
）
を
与
え
ず
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
免
許
を
保
留
す
る
こ

。
）
を
与
え
ず
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
免
許
を
保
留
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
、
又
は
同

七

第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
、
又
は
同

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者

２

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

２

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
免
許
を
与
え
な
い

に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
免
許
を
与
え
な
い

こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号

三

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
又
は
第
三
号
の
違
反
行

の
違
反
行
為
を
し
た
者
（
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

為
を
し
た
者
（
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

14

14

（
申
請
に
よ
る
免
許
の
条
件
の
付
与
等
）

第
九
十
一
条
の
二

免
許
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委

（
新
設
）
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員
会
に
対
し
、
免
許
に
、
そ
の
者
が
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類

を
限
定
す
る
条
件
そ
の
他
の
条
件
で
あ
つ
て
、
交
通
事
故
を
防
止
し
、
若
し
く
は

交
通
事
故
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定

め
る
も
の
を
付
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
申
請
に
係
る
免
許
に
条
件
を
付
し
、
又
は
当
該
申
請
に
係
る
免
許

に
付
さ
れ
て
い
る
条
件
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

３

公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
の
変
更
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合

に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
対
し
、
当

該
変
更
を
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件
の
付
与

及
び
変
更
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
九
条
第
一
項
第
十
五
号
）

（
免
許
証
の
記
載
事
項
）

（
免
許
証
の
記
載
事
項
）

第
九
十
三
条

（
略
）

第
九
十
三
条

（
略
）

２

公
安
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い

２

公
安
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
い

て
、
第
九
十
一
条
又
は
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
に
条
件

て
、
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
に
条
件
を
付
し
、
又
は
免
許
に
付
さ
れ

を
付
し
、
又
は
免
許
に
付
さ
れ
て
い
る
条
件
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
免

て
い
る
条
件
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
免
許
証
に
当
該
条
件
に
係
る
事
項

許
証
に
当
該
条
件
に
係
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
受
験
資
格
）

（
受
験
資
格
）
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第
九
十
六
条

（
略
）

第
九
十
六
条

（
略
）

２

大
型
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除

２

大
型
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除

く
。
）
は
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
を
現
に

く
。
）
は
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
を
現
に

受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た

受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た

期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
三

期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
三

年
（
政
令
で
定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
一
年
）
以
上
の
者
で
な

年
以
上
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

中
型
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除

３

中
型
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
政
令
で
定
め
る
者
を
除

く
。
）
は
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る

く
。
）
は
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る

者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該

者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該

免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
二
年
（
政
令
で

免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
二
年
以
上
の
者

定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
一
年
）
以
上
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で

５

第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で

な
け
れ
ば
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

な
け
れ
ば
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

牽
引
第
二
種
免
許
以
外
の
第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
二

一

牽
引
第
二
種
免
許
以
外
の
第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
二

け
ん

け
ん

十
一
歳
（
政
令
で
定
め
る
教
習
を
修
了
し
た
者
（
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項

十
一
歳
以
上
の
者
で
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
者
そ
の
他
の

は
大
型
特
殊
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許

政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
十
九
歳
）
以
上
の
者
で
、
大
型

の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期

免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
を
現
に
受

間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
三
年
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
年

け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た

）
以
上
の
も
の

期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て

三
年
（
政
令
で
定
め
る
経
験
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
年
、
政
令
で
定
め
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る
教
習
を
修
了
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
一
年
）
以
上
の
も
の

二

牽
引
第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
歳
（
政
令
で
定

二

牽
引
第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
歳
以
上
の
者
で

け
ん

け
ん

め
る
教
習
を
修
了
し
た
者
（
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、
準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
及

に
よ
り
特
例
取
得
免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
者
を

び
牽
引
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い

け
ん

除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
十
九
歳
）
以
上
の
者
で
、
大
型
免
許
、
中
型
免
許
、

ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間
（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を

準
中
型
免
許
、
普
通
免
許
又
は
大
型
特
殊
免
許
及
び
牽
引
免
許
を
現
に
受
け
て

除
く
。
）
が
通
算
し
て
三
年
（
政
令
で
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
年
）
以

け
ん

い
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
免
許
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
た
期
間

上
の
も
の

（
当
該
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
た
期
間
を
除
く
。
）
が
通
算
し
て
三
年

（
政
令
で
定
め
る
経
験
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
年
、
政
令
で
定
め
る
教

習
を
修
了
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
一
年
）
以
上
の
も
の

三

（
略
）

三

（
略
）

６

（
略
）

６

（
略
）

（
運
転
免
許
試
験
の
免
除
）

（
運
転
免
許
試
験
の
免
除
）

第
九
十
七
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

第
九
十
七
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
運
転
免
許
試
験
を
免
除
す
る
。

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
運
転
免
許
試
験
を
免
除
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
百
一
条
第
一
項
の
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
者
（
政

三

第
百
一
条
第
一
項
の
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
な
か
つ
た
者
（
政

令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
者
の
免
許
が
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定

令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
で
、
そ
の
者
の
免
許
が
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
（
海
外
旅
行
、
災
害
そ
の
他
政

に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
（
海
外
旅
行
、
災
害
そ
の
他
政

令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
そ
の
期
間
内
に
運
転
免
許
試
験
を

令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
そ
の
期
間
内
に
運
転
免
許
試
験
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
効
力
を
失
つ
た
日
か
ら

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
効
力
を
失
つ
た
日
か
ら

起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
場
合
に
限
り
、
当
該
事
情
が
や
ん
だ
日
か
ら
起

起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
場
合
に
限
り
、
当
該
事
情
が
や
ん
だ
日
か
ら
起

算
し
て
一
月
）
を
経
過
し
な
い
も
の
（
以
下
「
特
定
失
効
者
」
と
い
う
。
）
の

算
し
て
一
月
）
を
経
過
し
な
い
も
の
（
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
及
び
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う
ち
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
検
査
及
び
講
習
又
は

第
十
二
号
に
お
い
て
「
特
定
失
効
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
区

教
育
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
受
け
た
も
の

そ
の
者
が
受
け
て

分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
検
査
及
び
講
習
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

い
た
免
許
に
係
る
運
転
免
許
試
験
（
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

ろ
に
よ
り
受
け
た
も
の

そ
の
者
が
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
運
転
免
許
試
験

い
て
の
も
の
を
除
く
。
）

（
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
も
の
を
除
く
。
）

イ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け

イ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け

る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
者
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
者

公
安
委
員
会
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ

る
者
で
あ
つ
て
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自

ろ
に
よ
り
行
う
介
護
保
険
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
知
機
能
（

動
車
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
一
条
の
四
に
お
い
て
「
普
通
自
動
車
等
」
と

以
下
単
に
「
認
知
機
能
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
検
査
（
以
下
「
認
知
機
能

い
う
。
）
の
運
転
に
関
す
る
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規

検
査
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
う
第

定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
並
び
に
重
大
違
反
唆
し
等
及
び

百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習

道
路
外
致
死
傷
に
係
る
法
律
の
規
定
の
遵
守
の
状
況
を
勘
案
し
て
普
通
自
動

車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ

れ
が
あ
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
り
、
同
日

前
一
年
以
内
に
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書

（
同
項
に
規
定
す
る
診
断
書
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第

一
号
の
二
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
診
断
し
た
も
の
に
限
る
。
ロ
及
び
ハ
並

び
に
第
百
一
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
出
し
た
者
そ
の
他
公

安
委
員
会
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
介
護
保
険
法
第
五
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
知
機
能
（
以
下
単
に
「
認
知
機
能
」
と
い
う
。

）
に
関
す
る
検
査
（
以
下
「
認
知
機
能
検
査
」
と
い
う
。
）
又
は
第
百
八
条

の
三
十
二
の
三
第
一
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
同
項
の
認
定

を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
（
以
下
「
認
知
機
能
検
査
等
」

と
い
う
。
）
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
を

除
く
。
）

認
知
機
能
検
査
等
、
公
安
委
員
会
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
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ろ
に
よ
り
行
う
普
通
自
動
車
等
の
運
転
に
つ
い
て
必
要
な
技
能
に
関
す
る
検

査
（
同
号
ロ
及
び
第
百
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
四
に
お
い
て
「
運
転
技
能

検
査
」
と
い
う
。
）
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
第
三
号
ロ
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
同
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等

検
査
（
以
下
「
運
転
技
能
検
査
等
」
と
い
う
。
）
及
び
第
百
八
条
の
二
第
一

項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
（
同
号
に

掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
講
習
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。
）
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の

運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
（
同
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合

す
る
も
の
に
限
る
。
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

ロ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け

（
新
設
）

る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
者
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
で
あ
つ
て
イ
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
及
び
同
日
前
一

年
以
内
に
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
を
提

出
し
た
者
そ
の
他
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内

閣
府
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）

認
知
機
能
検
査
等
及
び
第
百
八
条
の
二

第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
又
は

第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得

者
等
教
育
の
課
程

ハ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け

（
新
設
）

る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
者
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
で
あ
つ
て
イ
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
し
、
か
つ
、
同
日
前
一
年

以
内
に
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
を
提
出
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し
た
者
そ
の
他
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣

府
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

運
転
技
能
検
査
等
及
び
第
百

八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

講
習
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転

免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程

ニ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け

ロ

第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
日
に
お
け

る
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
者
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

る
年
齢
が
七
十
歳
以
上
の
者
（
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

第
百
八
条
の

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に

二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習

よ
る
講
習
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の

運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程

ホ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に

号
に
掲
げ
る
講
習
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習
（
同
号
に
掲
げ
る
講

掲
げ
る
講
習
又
は
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
同
条

習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
講
習
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第

一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課
程
（
同
項
第

三
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

四

（
略
）

四

（
略
）

五

第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一

五

第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
一

項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た

項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
た

者
（
当
該
取
消
し
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
お
い
て
し
た
第
八
十
九
条
第
一
項

者
（
当
該
取
消
し
を
受
け
た
日
前
の
直
近
に
お
い
て
し
た
第
八
十
九
条
第
一
項

、
第
百
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
票

、
第
百
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
票

の
提
出
又
は
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
第
百
十
七
条
の
四

の
提
出
又
は
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
第
百
十
七
条
の
四

第
二
号
の
違
反
行
為
を
し
た
者
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
で
、
そ

第
二
号
の
違
反
行
為
を
し
た
者
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
で
、
そ

の
者
の
免
許
が
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
（

の
者
の
免
許
が
取
り
消
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の
（
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以
下
「
特
定
取
消
処
分
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
第
三
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
に
お
い
て
「
特
定
取
消
処
分

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
検
査
及
び
講
習

者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ

又
は
教
育
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
受
け
た
も
の

そ
の
者
が
受

れ
ぞ
れ
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
検
査
及
び
講
習
を
内
閣
府
令
で
定
め
る

け
て
い
た
免
許
に
係
る
運
転
免
許
試
験
（
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

と
こ
ろ
に
よ
り
受
け
た
も
の

そ
の
者
が
受
け
て
い
た
免
許
に
係
る
運
転
免
許

に
つ
い
て
の
も
の
を
除
く
。
）

試
験
（
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
も
の
を
除
く
。
）

２

公
安
委
員
会
は
、
前
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
運
転
技
能
検
査
等

（
新
設
）

を
受
け
た
者
で
当
該
運
転
技
能
検
査
等
の
結
果
が
普
通
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ

と
が
支
障
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す

る
も
の
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
三
号
又
は
第
五
号
に
定

め
る
運
転
免
許
試
験
を
免
除
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
自
動
車
等
の

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
自
動
車
等
の
運

運
転
に
関
す
る
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
又
は
地
域
の
行
政
庁
又
は
権
限
の
あ
る
機

転
に
関
す
る
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
又
は
地
域
の
行
政
庁
又
は
権
限
の
あ
る
機
関

関
の
免
許
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

の
免
許
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
が
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
に
係
る
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ

に
よ
り
、
そ
の
者
が
受
け
よ
う
と
す
る
免
許
に
係
る
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と

と
に
支
障
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
運
転
免
許
試
験
の
一
部
を
免
除
す
る

に
支
障
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
運
転
免
許
試
験
の
一
部
を
免
除
す
る
こ

こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従

基
準
に
従
い
、
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
免
許
に
係
る
自
動
車
等
を
運

い
、
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
免
許
に
係
る
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ

転
す
る
こ
と
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
運
転
免
許
試
験
の
一
部
を
免
除

と
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
運
転
免
許
試
験
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

（
技
能
検
定
員
）

（
技
能
検
定
員
）

第
九
十
九
条
の
二

（
略
）

第
九
十
九
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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４

公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
に
対
し
、
技
能
検
定

４

公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
に
対
し
、
技
能
検
定

員
資
格
者
証
を
交
付
す
る
。

員
資
格
者
証
を
交
付
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

二

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
二
号
の
罪
を
犯
し
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

ハ

第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
の
罪
を
犯
し
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か

ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ニ

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為

ニ

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為

等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
こ
の
法
律
に

等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
罪
又
は
こ
の
法
律
に

規
定
す
る
罪
（
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
二
号
の
罪
を
除
く
。
）
を
犯
し

規
定
す
る
罪
（
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
の
罪
を
除
く
。
）
を
犯
し

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
義
務
）

（
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
義
務
）

第
百
一
条
の
三

免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を

第
百
一
条
の
三

免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を

管
轄
す
る
公
安
委
員
会
（
前
条
第
一
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
住
所
地

管
轄
す
る
公
安
委
員
会
（
前
条
第
一
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
の
住
所
地

を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
又
は
経
由
地
公
安
委
員
会
。
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
又
は
経
由
地
公
安
委
員
会
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項

ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講

に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
を

習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
（
第
百
一

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
（
第
百
一
条
の

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て

つ
て
は
、
当
該
申
請
を
す
る
日
。
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
百
八
条

は
、
当
該
申
請
を
す
る
日
。
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百
八
条
の
二
第
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の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
前
六
月
以
内
に
同
項
第
十
二
号
に
掲

一
項
第
十
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
前
六
月
以
内
に
同
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講

げ
る
講
習
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
る
必
要

習
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
同
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
る
必
要
が
な
い

が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
七
十
歳
以
上
の
者
の
特
例
）

（
七
十
歳
以
上
の
者
の
特
例
）

第
百
一
条
の
四

（
略
）

第
百
一
条
の
四

（
略
）

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
更
新

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
更
新

期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
も
の
は
、
更
新
期
間
が

期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
も
の
は
、
更
新
期
間
が

満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
が
行
つ

診
断
書
を
提
出
し
た
場
合
そ
の
他
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の

た
認
知
機
能
検
査
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公

と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該
期
間
内
に
そ
の
者
の
住
所
地
を

安
委
員
会
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
同
項
の
講
習
を
当
該
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に

管
轄
す
る
公
安
委
員
会
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て

基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
行
う
者
が
行
つ
た
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
更

（
新
設
）

新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
普
通
自
動
車

対
応
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
普
通
自
動
車
等
の
運
転
に
関
す
る

こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
基

づ
く
処
分
並
び
に
重
大
違
反
唆
し
等
及
び
道
路
外
致
死
傷
に
係
る
法
律
の
規
定
の

遵
守
の
状
況
を
勘
案
し
て
普
通
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
道
路
に
お
け
る
交

通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当

す
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
そ
の
者
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
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を
受
け
て
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
行
う
者
が
行
つ
た
運
転
技
能
検
査

等
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け
た
者
で
当
該

（
新
設
）

運
転
技
能
検
査
等
の
結
果
が
普
通
自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
支
障
が
あ
る
こ

と
を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
、
第

百
一
条
第
六
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
免
許
証
の

更
新
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

５

公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項

３

公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項

を
記
載
し
た
書
面
を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

を
記
載
し
た
書
面
を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が

二

免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が

七
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ

七
十
五
歳
以
上
の
も
の

前
号
に
定
め
る
事
項
並
び
に
免
許
証
の
更
新
を
受
け

つ
て
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

前
号
に

よ
う
と
す
る
と
き
は
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
前
項
の
規
定
に

定
め
る
事
項
並
び
に
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
更
新
期
間
が

よ
り
認
知
機
能
検
査
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
当
該
認
知
機
能
検

満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
当
該
認
知
機
能
検
査
に
係

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
事
務
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
事
項

る
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
当
該
認
知
機
能
検
査
等
に
係
る
事
務
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
必
要
な
事
項

三

免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が

（
新
設
）

七
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ

つ
て
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）

前
号
に

定
め
る
事
項
並
び
に
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
更
新
期
間
が

満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
当
該
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
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日
時
及
び
場
所
そ
の
他
当
該
運
転
技
能
検
査
等
に
係
る
事
務
の
円
滑
な
実
施
を

図
る
た
め
必
要
な
事
項

（
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
）

（
臨
時
認
知
機
能
検
査
等
）

第
百
一
条
の
七

公
安
委
員
会
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
者
（
免
許
を
現
に
受
け
て
い

第
百
一
条
の
七

公
安
委
員
会
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
者
（
免
許
を
現
に
受
け
て
い

る
者
に
限
る
。
）
が
、
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律

る
者
に
限
る
。
）
が
、
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律

の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す

の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す

る
行
為
の
う
ち
認
知
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
行
わ
れ
や
す
い
も
の
と
し
て
政
令

る
行
為
の
う
ち
認
知
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
行
わ
れ
や
す
い
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
行
為
を
し
た
日
の
三
月
前
の
日

で
定
め
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
行
為
を
し
た
日
の
三
月
前
の
日

以
後
に
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
、
第
百
一
条
の
四
第

以
後
に
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
、
第
百
一
条
の
四
第

二
項
又
は
こ
の
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
場
合
そ
の

二
項
又
は
こ
の
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
場
合
そ
の
他

他
臨
時
に
認
知
機
能
検
査
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め

臨
時
に
認
知
機
能
検
査
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る

る
場
合
を
除
き
、
そ
の
者
に
対
し
、
臨
時
に
認
知
機
能
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る

場
合
を
除
き
、
そ
の
者
に
対
し
、
臨
時
に
認
知
機
能
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

。
２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
た
期
間
（
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
政
令
で
定
め

ら
起
算
し
た
期
間
（
認
知
機
能
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る

る
や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
事
情
の
存

や
む
を
得
な
い
理
由
の
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
事
情
の
存
す

す
る
期
間
を
除
い
た
期
間
）
が
通
算
し
て
一
月
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
ま
で
に
、

る
期
間
を
除
い
た
期
間
）
が
通
算
し
て
一
月
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
ま
で
に
、
認

認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
機
能
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
者
が
、
当

４

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
者
が
、
当
該

該
認
知
機
能
検
査
等
の
結
果
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
前

認
知
機
能
検
査
の
結
果
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
日
前
の
直
近

の
直
近
に
お
い
て
受
け
た
認
知
機
能
検
査
等
の
結
果
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て

に
お
い
て
受
け
た
認
知
機
能
検
査
の
結
果
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
認
知
機

、
認
知
機
能
の
低
下
が
自
動
車
等
の
運
転
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
も
の

能
の
低
下
が
自
動
車
等
の
運
転
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
内



- 31 -

と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
第
百

閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に

八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。

よ
り
受
け
た
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二

号
に
掲
げ
る
講
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
臨
時
適
性
検
査
等
）

（
臨
時
適
性
検
査
等
）

第
百
二
条

公
安
委
員
会
は
、
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規

第
百
二
条

公
安
委
員
会
は
、
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
又
は
第
五
号
の
規

定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
者
で
当
該
認
知
機
能
検
査
等
の
結
果
が
認

定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
者
で
当
該
認
知
機
能
検
査
の
結
果
が
認
知
症

知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該

の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す

当
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
者
」
と
い
う
。
）
が
第
八
十

る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
者
」
と
い
う
。
）
が
第
八
十
九
条

九
条
第
一
項
の
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検

第
一
項
の
免
許
申
請
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査
を

査
等
を
受
け
た
日
以
後
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と

受
け
た
日
以
後
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
を
除

き
を
除
き
、
そ
の
者
が
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
か

き
、
そ
の
者
が
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
か
ど
う
か

ど
う
か
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会

に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定

が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を

す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す

提
出
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

べ
き
旨
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

こ
の
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
（
第
四
項
の
規
定

一

こ
の
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
適
性
検
査
（
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当

に
よ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
つ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
受

す
る
こ
と
と
な
つ
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
受

け
、
又
は
こ
の
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
（
同
項
に
規
定
す

け
、
又
は
こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
を
提
出
し
た
と
き

る
診
断
書
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
同
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
診
断
し
た

。

も
の
に
限
る
。
）
を
提
出
し
た
と
き
。

（
削
る
）

二

第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
（
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第

一
号
の
二
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
診
断
し
た
も
の
に
限
る
。
）
を
提
出
し
た
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と
き
。

二

認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
、
基
準
該
当
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と

三

認
知
機
能
検
査
を
受
け
、
基
準
該
当
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き

き
。

。

２

公
安
委
員
会
は
、
第
百
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を

２

公
安
委
員
会
は
、
第
百
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
を
受

受
け
た
者
が
基
準
該
当
者
に
該
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

け
た
者
が
基
準
該
当
者
に
該
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か

か
に
該
当
す
る
と
き
を
除
き
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当

に
該
当
す
る
と
き
を
除
き
、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す

す
る
こ
と
と
な
つ
た
か
ど
う
か
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の

る
こ
と
と
な
つ
た
か
ど
う
か
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者

者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満

に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た

た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
日
以
後
に
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

一

当
該
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
日
以
後
に
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

二

（
略
）

二

（
略
）

３

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
た
者

３

公
安
委
員
会
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
者
が

が
基
準
該
当
者
に
該
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け

基
準
該
当
者
に
該
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
日

た
日
以
後
に
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
を
除
き

以
後
に
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
を
除
き
、
そ

、
そ
の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
か
ど
う

の
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
の
二
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
か
ど
う
か
に

か
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指

つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定
す

定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出

る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
べ

す
べ
き
旨
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

き
旨
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
は
、
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
は
、
運
転
免
許
試
験
に
合
格
し

た
者
が
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

た
者
が
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

で
あ
り
、
又
は
免
許
を
受
け
た
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

で
あ
り
、
又
は
免
許
を
受
け
た
者
が
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
疑
う
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
運

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
疑
う
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
運

転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査

転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
免
許
を
受
け
た
者
に
つ
き
、
臨
時
に
適
性
検
査
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を
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
安
委
員
会
は
、
第
八
十
九
条

で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と
が
で

第
一
項
、
第
百
一
条
第
一
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
公
安
委
員
会
は
、
第
八
十
九
条
第
一
項
、
第
百
一

れ
た
質
問
票
の
記
載
内
容
、
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他

条
第
一
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
質
問
票
の
記

の
事
情
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

載
内
容
、
第
百
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
す

る
も
の
と
す
る
。

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
者
は
、
通
知
さ
れ
た
期
日
に
通
知
さ
れ
た

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
者
は
、
通
知
さ
れ
た
期
日
に
通
知
さ
れ
た

場
所
に
出
頭
し
て
適
性
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

場
所
に
出
頭
し
て
適
性
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
適
性
検
査
に
係
る
通
知
を
受
け
た
者
が
、
当
該
通
知
さ
れ
た
期
日
ま

で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の
診
断
書
を
提
出
し
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

８

（
略
）

８

（
略
）

（
基
準
該
当
若
年
運
転
者
の
受
講
義
務
）

第
百
二
条
の
三

特
例
取
得
免
許
（
第
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
十

（
新
設
）

九
歳
か
ら
大
型
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当
し
て
受
け
た
大
型
免
許

若
し
く
は
十
九
歳
か
ら
中
型
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当
し
て
受
け

た
中
型
免
許
又
は
第
九
十
六
条
第
五
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

十
九
歳
か
ら
第
二
種
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当

し
て
受
け
た
第
二
種
免
許
を
い
い
、
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。

）
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
特
例
取
得
免
許
を
最
初
に
受
け
た
日
か
ら

二
十
一
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
（
特
例
取
得
免
許
を
受
け
て
い
な
い
期
間
及
び
二

十
歳
に
達
し
た
日
以
後
特
例
取
得
免
許
の
う
ち
中
型
免
許
の
み
を
受
け
て
い
る
期
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間
を
除
く
。
以
下
「
若
年
運
転
者
期
間
」
と
い
う
。
）
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関

し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定

に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該

当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
（
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習

を
終
了
し
た
後
若
年
運
転
者
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
自
動
車

等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ

の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
第
百
四
条

の
二
の
四
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
者
を
除
く

。
以
下
「
基
準
該
当
若
年
運
転
者
」
と
い
う
。
）
が
、
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規

定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

た
期
間
（
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
事
情
の
存
す
る
期
間
を
除
い
た
期

間
）
が
通
算
し
て
一
月
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
同
号
に
掲
げ
る
講
習

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
の
取
消
し
、
停
止
等
）

（
免
許
の
取
消
し
、
停
止
等
）

第
百
三
条

免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
以
下
第
百
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

第
百
三
条

免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
以
下
第
百
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
を

受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の

受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の

者
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
に
お
け
る
そ
の
者
の

者
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
に
お
け
る
そ
の
者
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の

免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
免
許
の
効

免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
免
許
の
効

力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
二
条

力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
前
条
の
規

の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
処
分
は
、
そ
の
者
が
同

定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
処
分
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定

条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、

す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
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す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

が
で
き
な
い
。

一
～
二

（
略
）

一
～
二

（
略
）

三

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者
で
あ
る
こ
と

三

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
せ
い
剤
の
中
毒
者
で
あ
る
こ

が
判
明
し
た
と
き
。

と
が
判
明
し
た
と
き
。

四
～
八

（
略
）

四
～
八

（
略
）

２

免
許
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き

２

免
許
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き

は
、
そ
の
者
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
に
お
け
る

は
、
そ
の
者
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
に
お
け
る

そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ

そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号

三

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
又
は
第
三
号
の
違
反
行

の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
（
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。

為
を
し
た
と
き
（
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

）
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

４

前
項
の
処
分
移
送
通
知
書
が
当
該
公
安
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該

４

前
項
の
処
分
移
送
通
知
書
が
当
該
公
安
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該

公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
（
同
項

公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
（
同
項

第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と

第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ

き
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
し

の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
限

た
後
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
免
許

る
。
）
に
は
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消

を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
期
間
を
定
め
て
免
許
の

し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
期
間
を
定
め
て
免
許
の
効
力
を
停

効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
処
分

し
、
処
分
移
送
通
知
書
を
送
付
し
た
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

移
送
通
知
書
を
送
付
し
た
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
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定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は

わ
ら
ず
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
免
許
の
効

免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

５
～

（
略
）

５
～

（
略
）

10

10

（
免
許
の
効
力
の
仮
停
止
）

（
免
許
の
効
力
の
仮
停
止
）

第
百
三
条
の
二

免
許
を
受
け
た
者
が
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
次
の
各
号
の
い
ず

第
百
三
条
の
二

免
許
を
受
け
た
者
が
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
交
通
事
故
を
起
こ
し

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
交
通
事
故
を
起
こ
し

た
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
交
通
事
故
を
起
こ
し

た
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
交
通
事
故
を
起
こ
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
す
る
日
を
終
期
と
す
る
免
許
の
効
力
の
停
止

た
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
す
る
日
を
終
期
と
す
る
免
許
の
効
力
の
停
止

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
仮
停
止
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
仮
停
止
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
百
十
七
条
の
二

二

第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
一

の
二
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
七
号
、
第
百
十
七
条
の
四
第
一
号
の
二
又

号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
七
号
、
第
百
十
七
条
の
四
第
一
号
の
二
又
は
第
百
十

は
第
百
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
違
反
行
為
を
し
、
よ
つ
て
交
通
事
故
を
起
こ

八
条
第
一
項
第
七
号
の
違
反
行
為
を
し
、
よ
つ
て
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
人
を

し
て
人
を
死
亡
さ
せ
、
又
は
傷
つ
け
た
と
き
。

死
亡
さ
せ
、
又
は
傷
つ
け
た
と
き
。

三

（
略
）

三

（
略
）

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
臨
時
適
性
検
査
に
係
る
取
消
し
等
）

（
臨
時
適
性
検
査
に
係
る
取
消
し
等
）

第
百
四
条
の
二
の
三

公
安
委
員
会
は
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規

第
百
四
条
の
二
の
三

公
安
委
員
会
は
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規

定
に
よ
り
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
す
る
場
合
に

定
に
よ
り
適
性
検
査
を
行
い
、
又
は
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ

お
い
て
、
当
該
適
性
検
査
を
受
け
る
べ
き
者
（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
又

る
命
令
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
適
性
検
査
を
受
け
る
べ
き
者
（
免
許
を
受

は
当
該
命
令
を
受
け
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
（
免
許
を
受
け

け
た
者
に
限
る
。
）
又
は
当
該
命
令
を
受
け
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
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た
者
に
限
る
。
）
が
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
か
つ
、

い
る
者
（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
交
通
事

当
該
交
通
事
故
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
第
百
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
一
号
の

故
を
起
こ
し
、
か
つ
、
当
該
交
通
事
故
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
第
百
三
条
第
一

二
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
そ
の

項
第
一
号
、
第
一
号
の
二
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
疑
い
が
あ
る
と

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
き
は
、
三
月
を
超
え
な
い
範
囲

認
め
ら
れ
る
と
き
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
き
は
、

内
で
期
間
を
定
め
て
そ
の
者
の
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
そ
の
者
の
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
を
受
け
た
者
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
を
受
け
た
者
が
こ
れ
ら
の
規

が
明
ら
か
と
な
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
処
分
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

定
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
処
分
を
解

い
。

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
免
許
を
受
け
た
者

３

第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
免
許
を
受
け
た
者

に
限
る
。
）
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
認
知
機
能
検

に
限
る
。
）
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
認
知
機
能
検

査
等
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た

査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者

者
（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通

（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知

知
に
係
る
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま

に
係
る
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
当
該
命

の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
当
該
命
令

令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
（
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
効
力
の
停

に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
（
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
効
力
の
停
止

止
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
停
止
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
命
令

を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
停
止
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
命
令
に

に
応
じ
な
い
と
認
め
る
と
き
）
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た

応
じ
な
い
と
認
め
る
と
き
）
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者

者
（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通

（
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知

知
に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
（
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る

に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
（
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
免

免
許
の
効
力
の
停
止
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
停
止
の
期
間
が
満
了
す
る

許
の
効
力
の
停
止
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
停
止
の
期
間
が
満
了
す
る
ま

ま
で
の
間
に
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
）
は
、
第
百
一
条
の
七
第
三

で
の
間
に
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
）
は
、
第
百
一
条
の
七
第
三
項

項
若
し
く
は
第
六
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算
し
て
一
月
と
な
る
日
、
第
百
二
条

若
し
く
は
第
六
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算
し
て
一
月
と
な
る
日
、
第
百
二
条
第

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
期
限
の
満
了
の
日
又
は
同
条
第
七
項
の
通

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
期
限
の
満
了
の
日
又
は
同
条
第
七
項
の
通
知
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知
さ
れ
た
期
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政
令

さ
れ
た
期
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で

で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い

定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範

範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

囲
内
で
期
間
を
定
め
て
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当

当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
な
い
こ
と
、
当
該
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
、
当
該

該
認
知
機
能
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
、
当
該
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
、
当
該
命
令

命
令
に
応
じ
な
い
こ
と
又
は
当
該
適
性
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を

に
応
じ
な
い
こ
と
又
は
当
該
適
性
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な

得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
効
力
の
停
止
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
効
力
の
停
止
は
、
そ
の
者
が
当
該
認
知
機
能
検
査

等
を
受
け
た
と
き
、
当
該
講
習
を
受
け
た
と
き
、
当
該
命
令
に
応
じ
た
と
き
又
は

を
受
け
た
と
き
、
当
該
講
習
を
受
け
た
と
き
、
当
該
命
令
に
応
じ
た
と
き
又
は
当

当
該
適
性
検
査
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

該
適
性
検
査
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

５

第
百
三
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

５

第
百
三
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
免
許
の
効
力
を
九
十
日
（
公
安
委
員
会
が
九
十
日
を
超

免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
免
許
の
効
力
を
九
十
日
（
公
安
委
員
会
が
九
十
日
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
と
異
な
る
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
。

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
こ
れ
と
異
な
る
期
間
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
期
間
。

第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
停
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る

第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
上
停
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
四
条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
又

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
四
条
第
一
項
の
意
見
の
聴
取
又

は
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
聴
聞
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

は
聴
聞
」
と
あ
る
の
は
「
聴
聞
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
（
同
項
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
二
条
の
二
の
規
定
の

か
に
該
当
す
る
場
合
（
同
項
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受

適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な

け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条

い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
一
条
の

百
一
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
認
知
機
能
検
査
等
を

七
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
認
知
機
能
検
査
を
受
け
な
い
と

受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る

認
め
る
と
き
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
講
習
を
受
け

講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定

な
い
と
認
め
る
と
き
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令

に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て

に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
又
は
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に

当
該
通
知
に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
百
四
条
の
二
の

係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
」

三
第
三
項
」
と
、
「
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
第
二
項
各

と
、
「
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
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号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

き
る
も
の
と
し
」
と
あ
る
の
は
「
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
」
と
、
「

し
」
と
あ
る
の
は
「
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
」
と
、
「
第
一
項
又
は

第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
第
一
項
、

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
第
一
項
、
第
二
項
又
は

第
二
項
又
は
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
又
は
同
条
第

第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
条
の
二
の
三
第
三
項
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

て
準
用
す
る
第
四
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
～
８

（
略
）

６
～
８

（
略
）

（
若
年
運
転
者
期
間
に
係
る
取
消
し
）

第
百
四
条
の
二
の
四

第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
第

（
新
設
）

百
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者

の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
受
け
て
い
る
特
例
取
得
免
許

（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規

定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が

同
条
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
点
に
お
い
て
二
十
歳

に
達
し
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
中
型
免
許
を
除
く
。
）
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
を
終
了
し
た
者
が
当
該
講
習

を
終
了
し
た
後
若
年
運
転
者
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
自
動
車

等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ

の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
政
令
で
定

め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
受
け
て
い
る
特
例
取
得
免
許
（
当
該
行
為
が
当
該
基

準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
点
に
お
い
て
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
者
に
あ
つ

て
は
、
中
型
免
許
を
除
く
。
）
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３

公
安
委
員
会
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
そ
う
と
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
に
係
る
者
が
そ
の
住
所
を
他
の
公
安
委
員
会
の
管

轄
区
域
内
に
変
更
し
て
い
た
と
き
は
、
当
該
処
分
に
関
す
る
第
六
項
本
文
に
お
い

て
準
用
す
る
第
百
四
条
の
意
見
の
聴
取
を
終
了
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か

に
現
に
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
処
分

移
送
通
知
書
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
処
分
移
送
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
第
百
八
条
の
三

の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
第
百
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
講

習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る

講
習
を
終
了
し
た
者
が
当
該
講
習
を
終
了
し
た
後
若
年
運
転
者
期
間
が
経
過
す
る

こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法

律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す

る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
受
け
て
い
る
特
例
取
得
免
許
（
第
一
項
又
は
第
二
項

に
規
定
す
る
時
点
に
お
い
て
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
中
型
免
許

を
除
く
。
）
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
処
分
移

送
通
知
書
を
送
付
し
た
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
者
の
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

第
三
項
の
規
定
は
、
公
安
委
員
会
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取

り
消
そ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６

第
百
四
条
の
規
定
は
、
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取

得
免
許
を
取
り
消
す
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
項
又
は
第
四
項

（
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
第
百
二
条
の
三
の
規

定
に
違
反
し
て
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
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定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
す
場
合
に
お
い
て
は
、
第
百
四
条
第
三
項
の

規
定
は
、
準
用
し
な
い
。

７

第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
さ
れ

た
時
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
が
当
該
処
分
を
し
た
公
安
委
員
会
以
外
の
公
安
委

員
会
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
、
当
該
処
分
を
し
た
公
安
委
員
会
は
、
速
や

か
に
当
該
処
分
を
し
た
旨
を
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
免
許
の
取
消
し
又
は
効
力
の
停
止
に
係
る
書
面
の
交
付
等
）

（
免
許
の
取
消
し
又
は
効
力
の
停
止
に
係
る
書
面
の
交
付
等
）

第
百
四
条
の
三

第
百
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二

第
百
四
条
の
三

第
百
三
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二

の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く

の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は

は
第
三
項
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
又
は
前
条
第
一

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消

項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
又
は
効
力
の
停
止

し
又
は
効
力
の
停
止
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消
し
又

は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
消
し
又
は
効
力
の
停
止
に
係

は
効
力
の
停
止
に
係
る
者
に
対
し
当
該
取
消
し
又
は
効
力
の
停
止
の
内
容
及
び
理

る
者
に
対
し
当
該
取
消
し
又
は
効
力
の
停
止
の
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面

由
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
）

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
）

第
百
六
条

公
安
委
員
会
は
、
第
九
十
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第
百
四
条
の
四
第

第
百
六
条

公
安
委
員
会
は
、
第
九
十
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第
百
四
条
の
四
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
与
え
、
第
九
十
一
条
若
し
く
は
第
九
十
一
条
の
二
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
与
え
、
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
条
件
を
付
し
、

二
項
の
規
定
に
よ
り
条
件
を
付
し
、
若
し
く
は
こ
れ
を
変
更
し
、
第
九
十
四
条
第

若
し
く
は
こ
れ
を
変
更
し
、
第
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
、

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付
を
し
、
第
百
一
条
第
六
項
若
し
く

付
を
し
、
第
百
一
条
第
六
項
若
し
く
は
第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免

は
第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
の
更
新
を
し
、
第
百
二
条
第
六
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許
証
の
更
新
を
し
、
第
百
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
、
第
百
四
条
の

項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
、
第
百
四
条
の
四
第
六
項
（
前
条
第
二
項
に
お
い
て

四
第
六
項
（
前
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
運
転
経
歴
証
明
書
を
交
付
し
、
第
九

運
転
経
歴
証
明
書
を
交
付
し
、
第
九
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
、
第
五
項

十
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
二
項
、
第
五
項
、
第
六
項
、
第
九
項
、
第
十
項
若
し

、
第
六
項
、
第
九
項
、
第
十
項
若
し
く
は
第
十
二
項
、
第
九
十
七
条
の
三
第
三
項

く
は
第
十
二
項
、
第
九
十
七
条
の
三
第
三
項
、
第
百
三
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第

、
第
百
三
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
、
第
七
項
、
第
八
項
若
し
く
は
第
十
項

四
項
、
第
七
項
、
第
八
項
若
し
く
は
第
十
項
、
第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第

、
第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二
の

二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
同
条

三
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
若
し
く
は
第
百
四
条
の
四
第
二
項

項
、
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
第
百
四

の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
、
若
し
く
は
第
九
十
条
第
八
項
、
第
百
二
条
第
一
項
か

条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
、
若
し
く
は
第
九
十
条
第
八
項
、
第
百

ら
第
三
項
ま
で
若
し
く
は
第
百
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
、

二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
百
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

警
察
署
長
が
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
、
又
は
自

を
し
た
と
き
、
警
察
署
長
が
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た

動
車
等
の
運
転
者
が
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に

と
き
、
又
は
自
動
車
等
の
運
転
者
が
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く

基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と

は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分

き
（
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
、
重
大
違
反
唆
し
等
若
し
く
は
道
路

に
違
反
し
た
と
き
（
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。
）
、
重
大
違
反
唆
し
等

外
致
死
傷
（
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
、
認
知
機
能
検

若
し
く
は
道
路
外
致
死
傷
（
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き

査
を
受
け
た
と
き
、
第
百
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
試
験
を
受
け
た
と
き

、
認
知
機
能
検
査
を
受
け
た
と
き
、
第
百
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
試
験

、
若
し
く
は
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
十
号
若
し
く
は
第
十
三
号
に
掲

を
受
け
た
と
き
、
若
し
く
は
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
、
第
十
号
、
第
十
三

げ
る
講
習
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
他
自
動
車
等
の
運
転
者
に
つ
い
て
自
動
車
等
の

号
若
し
く
は
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
他
自
動
車
等
の
運

運
転
に
関
し
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る

転
者
に
つ
い
て
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
と

事
項
を
国
家
公
安
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
国
家
公
安
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
免
許
に
関
す
る
事
務
の
適
正
を
図
る
た
め
、
当
該
報
告

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
免
許
に
関
す
る
事
務
の
適

に
係
る
事
項
を
各
公
安
委
員
会
に
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。

正
を
図
る
た
め
、
当
該
報
告
に
係
る
事
項
を
各
公
安
委
員
会
に
通
報
す
る
も
の
と

す
る
。
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（
仮
免
許
の
取
消
し
）

（
仮
免
許
の
取
消
し
）

第
百
六
条
の
二

（
略
）

第
百
六
条
の
二

（
略
）

２

第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
仮
免
許
を
受
け
た

２

第
百
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
（
仮
免
許
を
受
け
た

者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
認
知
機
能

者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
通
知
に
係
る
認
知
機
能

検
査
等
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け

検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た

た
者
（
仮
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当

者
（
仮
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該

該
通
知
に
係
る
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四

通
知
に
係
る
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
（
仮
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が

ま
で
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
（
仮
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
当

当
該
命
令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を

該
命
令
に
違
反
し
た
と
認
め
る
と
き
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受

受
け
た
者
（
仮
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し

け
た
者
（
仮
免
許
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
が
同
条
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て

て
当
該
通
知
に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
百
一
条
の
七

当
該
通
知
に
係
る
適
性
検
査
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
百
一
条
の
七
第

第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算
し
て
一
月
と
な
る
日
、
第
百

三
項
若
し
く
は
第
六
項
に
規
定
す
る
期
間
が
通
算
し
て
一
月
と
な
る
日
、
第
百
二

二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
期
限
の
満
了
の
日
又
は
同
条
第
七
項

条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
期
限
の
満
了
の
日
又
は
同
条
第
七
項
の

の
通
知
さ
れ
た
期
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、

通
知
さ
れ
た
期
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政

政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
仮
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
仮
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
た

た
だ
し
、
当
該
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
な
い
こ
と
、
当
該
講
習
を
受
け
な
い
こ

だ
し
、
当
該
認
知
機
能
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
、
当
該
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
、

と
、
当
該
命
令
に
応
じ
な
い
こ
と
又
は
当
該
適
性
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い

当
該
命
令
に
応
じ
な
い
こ
と
又
は
当
該
適
性
検
査
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や

て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
免
許
証
の
返
納
等
）

（
免
許
証
の
返
納
等
）

第
百
七
条

（
略
）

第
百
七
条

（
略
）

２

第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二
の

２

第
百
四
条
の
二
の
二
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
百
四
条
の
四

四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
百
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
な
お
他
の
種
類
の
免
許
を
受

り
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
な
お
他
の
種
類
の
免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お

け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
を
返
納
し
た
と
き
は
、
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い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
を
返
納
し
た
と
き
は
、
公
安
委
員
会
は
、
当

公
安
委
員
会
は
、
当
該
他
の
種
類
の
免
許
に
係
る
免
許
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す

該
他
の
種
類
の
免
許
に
係
る
免
許
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
自
動
車
等
の
運
転
禁
止
等
）

（
自
動
車
等
の
運
転
禁
止
等
）

第
百
七
条
の
五

（
略
）

第
百
七
条
の
五

（
略
）

２

国
際
運
転
免
許
証
等
を
所
持
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

２

国
際
運
転
免
許
証
等
を
所
持
す
る
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な

と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
が
当
該
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な

つ
た
時
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め

つ
た
時
に
お
け
る
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
政
令
で
定
め

る
基
準
に
従
い
、
三
年
以
上
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
そ
の
者

る
基
準
に
従
い
、
三
年
以
上
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
そ
の
者

に
対
し
、
当
該
国
際
運
転
免
許
証
等
に
係
る
自
動
車
等
の
運
転
を
禁
止
す
る
こ
と

に
対
し
、
当
該
国
際
運
転
免
許
証
等
に
係
る
自
動
車
等
の
運
転
を
禁
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号

三

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
又
は
第
三
号
の
違
反
行

の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
（
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。

為
を
し
た
と
き
（
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

）
。

四

（
略
）

四

（
略
）

３
～
８

（
略
）

３
～
８

（
略
）

９

第
百
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第

９

第
百
三
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
等
の
運
転
を
禁
止
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

二
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
等
の
運
転
を
禁
止
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
（
同
項
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

場
合
（
同
項
第
五
号
に
該
当
す
る
者
が
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る

者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条
の
期

と
き
は
、
そ
の
者
が
同
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
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間
を
経
過
し
た
後
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ

し
た
後
に
限
る
。
）
に
は
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
免

の
者
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
期
間
を
定

許
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
期
間
を
定
め
て
免
許

め
て
免
許
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
第
二
項
各

の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
者
が
第
二
項
各
号
の
い
ず

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
と

き
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
七
条
の
五
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

あ
る
の
は
、
「
第
百
七
条
の
五
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

も
の
で
あ
る
と
き
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
七
条
の
四
の
二
に
お
い

る
と
き
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
第
百
七
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す

て
準
用
す
る
第
百
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の

る
前
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
第
百
七
条
の
四

者
が
第
百
七
条
の
四
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
条
の
二
に
規
定
す
る
講
習

の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
に
規
定
す
る
講
習
を
受
け
な
い
で
同
条
の
期
間
を

を
受
け
な
い
で
同
条
の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
限
る
。
）
は
、
同
項
の
政
令
で
定

経
過
し
た
後
に
限
る
。
）
は
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
五
年
を
超

め
る
基
準
に
従
い
、
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
者
が
第

え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
者
が
第
百
七
条
の
五
第
二
項
各
号
の
い

百
七
条
の
五
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い

の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
三
年
以
上
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を

、
三
年
以
上
十
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
者
に
対
し
、
当

定
め
て
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
国
際
運
転
免
許
証
等
に
係
る
自
動
車
等
の
運
転

該
国
際
運
転
免
許
証
等
に
係
る
自
動
車
等
の
運
転
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

・

（
略
）

・

（
略
）

10

11

10

11

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
講
習
）

（
講
習
）

第
百
八
条
の
二

公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲

第
百
八
条
の
二

公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲

げ
る
講
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。

げ
る
講
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
十
三

（
略
）

一
～
十
三

（
略
）

十
四

基
準
該
当
若
年
運
転
者
（
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。

（
新
設
）

）
に
対
す
る
特
例
取
得
免
許
に
係
る
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
講
習

十
五

（
略
）

十
四

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
に
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第

３

公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
者
に
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第

九
号
ま
で
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
十
五
号
に
掲
げ
る
講
習

九
号
ま
で
若
し
く
は
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
講
習
又
は
前
項
に

又
は
前
項
に
規
定
す
る
講
習
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

規
定
す
る
講
習
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
削
る
）

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
（
第
九
十
七
条
の
二
第

一
項
第
三
号
イ
、
第
百
一
条
の
四
第
二
項
又
は
第
百
一
条
の
七
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
の
委
託

を
受
け
た
者
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
員
）
若
し
く

は
そ
の
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
そ
の
委
託
さ
れ
た
業
務
に
関
し

て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

（
罰
則

第
四
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
四
第
一
号
）

（
若
年
運
転
者
講
習
の
手
続
）

第
百
八
条
の
三
の
三

公
安
委
員
会
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
基

（
新
設
）

準
該
当
若
年
運
転
者
に
対
し
、
そ
の
者
が
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若

し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分

に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
第
百
二
条
の
三
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
後
速
や
か
に
、
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲

げ
る
講
習
（
以
下
「
若
年
運
転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
う
旨
を
書
面
で
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
講
習
通
知
事
務
の
委
託
）

（
講
習
通
知
事
務
の
委
託
）

第
百
八
条
の
三
の
四

公
安
委
員
会
は
、
第
百
八
条
の
三
第
一
項
又
は
前
二
条
の
規

第
百
八
条
の
三
の
三

公
安
委
員
会
は
、
第
百
八
条
の
三
第
一
項
又
は
前
条
の
規
定

定
に
よ
る
通
知
の
実
施
に
係
る
事
務
（
次
項
に
お
い
て
「
講
習
通
知
事
務
」
と
い

に
よ
る
通
知
の
実
施
に
係
る
事
務
（
次
項
に
お
い
て
「
講
習
通
知
事
務
」
と
い
う



- 47 -

う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
法
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
内
閣
府
令
で
定
め
る
法
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

る
。

。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
五
第
二
号
）

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
五
第
三
号
）

（
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
命
令
）

（
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
命
令
）

第
百
八
条
の
三
の
五

公
安
委
員
会
は
、
自
転
車
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く

第
百
八
条
の
三
の
四

公
安
委
員
会
は
、
自
転
車
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く

は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違

は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違

反
す
る
行
為
で
あ
つ
て
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ

反
す
る
行
為
で
あ
つ
て
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
次
条
に
お
い
て
「
危
険
行
為
」
と
い
う
。

る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
次
条
に
お
い
て
「
危
険
行
為
」
と
い
う
。

）
を
反
復
し
て
し
た
者
が
、
更
に
自
転
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
道
路
に
お
け
る
交

）
を
反
復
し
て
し
た
者
が
、
更
に
自
転
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
道
路
に
お
け
る
交

通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め

通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
府
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
に
対
し
、
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
に
対
し
、
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め

て
、
当
該
期
間
内
に
行
わ
れ
る
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
五
号
に
掲
げ
る
講
習

て
、
当
該
期
間
内
に
行
わ
れ
る
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習

（
次
条
に
お
い
て
「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命

（
次
条
に
お
い
て
「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
べ
き
旨
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
命
令
等
の
報
告
）

（
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
命
令
等
の
報
告
）

第
百
八
条
の
三
の
六

（
略
）

第
百
八
条
の
三
の
五

（
略
）

（
指
定
講
習
機
関
）

（
指
定
講
習
機
関
）

第
百
八
条
の
四

公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
講
習
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

第
百
八
条
の
四

公
安
委
員
会
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
講
習
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
指
定
す
る
者
（
以

各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
指
定
す
る
者
（
以
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下
「
指
定
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
「
指
定
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第

一

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
講
習
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第

一
項
に
お
い
て
「
取
消
処
分
者
講
習
」
と
い
う
。
）

自
動
車
等
の
運
転
に
必

一
項
に
お
い
て
「
取
消
処
分
者
講
習
」
と
い
う
。
）

自
動
車
等
の
運
転
に
必

要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
指
導
（
以
下
「
運
転
適
性
指
導

要
な
適
性
に
関
す
る
調
査
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
指
導
（
以
下
「
運
転
適
性
指
導

」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会

」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
者
（
第
三
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
運
転
適
性
指
導
員
」
と
い

規
則
で
定
め
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
運
転
適
性
指
導
員
」
と
い
う
。
）
が
置

う
。
）
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
取
消
処
分
者
講
習
を
適
正
か
つ
確
実
に

か
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
取
消
処
分
者
講
習
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に

行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適

必
要
な
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

合
す
る
こ
と
。

。

二

初
心
運
転
者
講
習

自
動
車
等
の
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識
に
関
す
る

二

初
心
運
転
者
講
習

自
動
車
等
の
運
転
に
必
要
な
技
能
及
び
知
識
に
関
す
る

指
導
（
次
条
に
お
い
て
「
運
転
習
熟
指
導
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
高
度
の
能

指
導
（
次
条
に
お
い
て
「
運
転
習
熟
指
導
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
高
度
の
能

力
を
有
す
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
（
同
条
に
お
い
て

力
を
有
す
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
（
次
条
に
お
い
て

「
運
転
習
熟
指
導
員
」
と
い
う
。
）
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
初
心
運
転

「
運
転
習
熟
指
導
員
」
と
い
う
。
）
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
初
心
運
転

者
講
習
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員

者
講
習
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員

会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三

若
年
運
転
者
講
習

運
転
適
性
指
導
員
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
若
年

（
新
設
）

運
転
者
講
習
を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
家
公
安

委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
取
消
処
分
者
講
習
、
初
心
運
転
者
講
習
又
は
若

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
取
消
処
分
者
講
習
又
は
初
心
運
転
者
講
習
（
以

年
運
転
者
講
習
（
以
下
「
特
定
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請

下
「
特
定
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

に
よ
り
行
う
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
運
転
適
性
指
導
員
等
）

（
運
転
適
性
指
導
員
等
）
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第
百
八
条
の
五

取
消
処
分
者
講
習
又
は
若
年
運
転
者
講
習
を
行
う
指
定
講
習
機
関

第
百
八
条
の
五

取
消
処
分
者
講
習
を
行
う
指
定
講
習
機
関
は
、
運
転
適
性
指
導
に

は
、
運
転
適
性
指
導
に
は
、
運
転
適
性
指
導
員
以
外
の
者
を
従
事
さ
せ
て
は
な
ら

は
、
運
転
適
性
指
導
員
以
外
の
者
を
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
秘
密
保
持
義
務
等
）

（
秘
密
保
持
義
務
等
）

第
百
八
条
の
七

（
略
）

第
百
八
条
の
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
五
第
二
号
）

（
罰
則

第
一
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
五
第
三
号
）

（
秘
密
保
持
義
務
）

（
秘
密
保
持
義
務
）

第
百
八
条
の
十
八

（
略
）

第
百
八
条
の
十
八

（
略
）

（
罰
則

第
百
十
七
条
の
五
第
二
号
）

（
罰
則

第
百
十
七
条
の
五
第
三
号
）

（
都
道
府
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）

（
都
道
府
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）

第
百
八
条
の
三
十
一

（
略
）

第
百
八
条
の
三
十
一

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

（
罰
則

第
五
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
五
第
二
号
）

（
罰
則

第
五
項
に
つ
い
て
は
第
百
十
七
条
の
五
第
三
号
）

（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認
定
）

（
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
）

第
百
八
条
の
三
十
二
の
二

免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
）
を
現
に
受
け
て
い
る
者
又

第
百
八
条
の
三
十
二
の
二

免
許
（
仮
免
許
を
除
く
。
）
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に

は
特
定
失
効
者
若
し
く
は
特
定
取
消
処
分
者
に
対
し
そ
の
運
転
技
能
を
向
上
さ
せ

対
し
そ
の
運
転
技
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
道
路
交
通
に
関
す
る
知
識
を
深
め

る
と
と
も
に
道
路
交
通
に
関
す
る
知
識
を
深
め
さ
せ
る
た
め
の
教
育
（
以
下
「
運

さ
せ
る
た
め
の
教
育
（
以
下
「
運
転
免
許
取
得
者
教
育
」
と
い
う
。
）
を
、
自
動

転
免
許
取
得
者
等
教
育
」
と
い
う
。
）
を
、
自
動
車
教
習
所
で
あ
る
施
設
そ
の
他

車
教
習
所
で
あ
る
施
設
そ
の
他
の
施
設
を
用
い
て
行
う
者
は
、
国
家
公
安
委
員
会



- 50 -

の
施
設
を
用
い
て
行
う
者
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
そ
の
課
程
の
区

規
則
で
定
め
る
そ
の
課
程
の
区
分
ご
と
に
、
当
該
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公

分
ご
と
に
、
当
該
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
申
請
し
て
、
当
該

安
委
員
会
に
申
請
し
て
、
当
該
施
設
に
お
い
て
当
該
課
程
に
よ
り
行
う
運
転
免
許

施
設
に
お
い
て
当
該
課
程
に
よ
り
行
う
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
が
次
の
各
号
の

取
得
者
教
育
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ

い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

一

教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
運
転
免
許
取
得
者
等

一

教
習
指
導
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
た
者
そ
の
他
の
運
転
免
許
取
得
者
教

教
育
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会

育
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規

規
則
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

則
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
設
備
そ
の

二

第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
設
備
そ
の

他
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
の
設
備
と
し

他
の
運
転
免
許
取
得
者
教
育
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
の
設
備
と
し
て

て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

と
。

。

三

当
該
課
程
が
、
交
通
安
全
教
育
指
針
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か

三

交
通
安
全
教
育
指
針
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
課
程

つ
、
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

が
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る

課
程
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ロ

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
講
習
と
同
等
の
効
果
が
あ
る

課
程
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
運
転
技
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に

道
路
交
通
に
関
す
る
知
識
を
深
め
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
課
程
の
基
準
と
し
て

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

２

（
略
）

２

（
略
）

３

運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
を
行
う
者
は
、
当
該
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
課

３

運
転
免
許
取
得
者
教
育
を
行
う
者
は
、
当
該
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
課
程
に

程
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
な
い
で
、
公
安
委
員
会
認
定
と
い
う
文
字

つ
い
て
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
な
い
で
、
公
安
委
員
会
認
定
と
い
う
文
字
を
冠

を
冠
し
た
名
称
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

し
た
名
称
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
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４

第
九
十
八
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て

４

第
九
十
八
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て

運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
を
行
う
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

運
転
免
許
取
得
者
教
育
を
行
う
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

、
同
条
第
三
項
中
「
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
条

同
条
第
三
項
中
「
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
教
習
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
条
の

の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
」
と

三
十
二
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
教
育
」
と
、
「

、
「
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
教
習
」
と
あ
る
の
は
「
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育

自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
教
習
」
と
あ
る
の
は
「
運
転
免
許
取
得
者
教
育
」
と
、

」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技

同
条
第
四
項
中
「
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
技
能
又
は

能
又
は
知
識
の
教
習
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
運
転

知
識
の
教
習
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
の
運
転
免
許
取

免
許
取
得
者
等
教
育
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

得
者
教
育
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
が
同
項

５

公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
運
転
免
許
取
得
者
教
育
が
同
項
各

各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り

号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消

消
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
こ
と
が
で
き
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
罰
則

（
略
）
）

（
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
認
定
）

第
百
八
条
の
三
十
二
の
三

免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
又
は
特
定
失
効
者
若
し
く

（
新
設
）

は
特
定
取
消
処
分
者
に
対
し
加
齢
に
伴
つ
て
生
ず
る
そ
の
者
の
身
体
の
機
能
又
は

運
転
の
技
能
の
低
下
が
自
動
車
等
の
運
転
に
及
ぼ
す
影
響
を
確
認
す
る
た
め
の
検

査
（
以
下
「
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
」
と
い
う
。
）
を
、
自
動
車
教
習
所
で
あ

る
施
設
そ
の
他
の
施
設
を
用
い
て
行
う
者
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

そ
の
方
法
の
区
分
ご
と
に
、
当
該
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
申

請
し
て
、
当
該
施
設
に
お
い
て
当
該
方
法
に
よ
り
行
う
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

。
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一

公
安
委
員
会
が
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
に
関
す
る
技
能
及
び
知
識
に
関
し

て
行
う
審
査
に
合
格
し
た
者
そ
の
他
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
効
果
的
か

つ
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
九
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
設
備
そ
の

他
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
効
果
的
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
の
設
備
と
し

て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
設
備
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

三

当
該
方
法
が
次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

。イ

認
知
機
能
検
査
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
方
法
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ロ

運
転
技
能
検
査
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
方
法
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
加
齢
に
伴
つ
て
生
ず
る
身
体
の
機
能

又
は
運
転
の
技
能
の
低
下
が
自
動
車
等
の
運
転
に
及
ぼ
す
影
響
を
確
認
す
る

効
果
が
あ
る
方
法
の
基
準
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「

次
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
課
程
」
と
あ
る
の
は
「
方
法
」
と
、
「
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
、
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
、
次
条
第
一
項
」
と
、
「
第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
前
各
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
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二
項
か
ら
前
項
ま
で
及
び
次
条
第
一
項
」
と
、
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
罰
則

第
二
項
に
つ
い
て
は
第
百
二
十
三
条
の
二
）

（
免
許
の
拒
否
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

（
免
許
の
拒
否
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
の
特
例
）

第
百
八
条
の
三
十
三

道
路
運
送
車
両
法
第
十
九
条
、
第
五
十
八
条
第
一
項
若
し
く

第
百
八
条
の
三
十
三

道
路
運
送
車
両
法
第
十
九
条
、
第
五
十
八
条
第
一
項
若
し
く

は
第
七
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

は
第
七
十
三
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
七
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）

合
を
含
む
。
）
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）

第
五
条
又
は
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法

第
五
条
又
は
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
は
、
第
六
十
七

律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
は
、
第
六
十
七

条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
、
第
九
十
二
条
の
二
第

条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
、
第
九
十
二
条
の
二
第

一
項
、
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
イ
、
第
百
条
の
二
第
一
項
本
文
若
し
く

一
項
、
第
百
条
の
二
第
一
項
本
文
若
し
く
は
同
項
第
四
号
、
第
百
二
条
の
二
、
第

は
同
項
第
四
号
、
第
百
一
条
の
四
第
三
項
、
第
百
二
条
の
二
、
第
百
二
条
の
三
、

百
三
条
第
一
項
第
五
号
、
第
百
六
条
、
第
百
七
条
の
五
第
一
項
第
二
号
又
は
次
条

第
百
三
条
第
一
項
第
五
号
、
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
と
み
な
す
。

四
項
、
第
百
六
条
、
第
百
七
条
の
五
第
一
項
第
二
号
、
第
百
八
条
の
三
の
三
又
は

次
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
と
み
な
す
。

（
特
定
の
交
通
の
規
制
等
の
手
続
）

（
特
定
の
交
通
の
規
制
等
の
手
続
）

第
百
十
条
の
二

（
略
）

第
百
十
条
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
四
十
四
条
第
一
項
又

５

公
安
委
員
会
は
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
四
十
四
条
又
は
第
四

は
第
四
十
五
条
第
一
項
の
道
路
標
識
等
に
よ
り
路
上
駐
車
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る

十
五
条
第
一
項
の
道
路
標
識
等
に
よ
り
路
上
駐
車
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
道
路
の

道
路
の
部
分
に
お
け
る
停
車
及
び
駐
車
又
は
駐
車
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

部
分
に
お
け
る
停
車
及
び
駐
車
又
は
駐
車
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の

、
そ
の
禁
止
し
よ
う
と
す
る
旨
及
び
禁
止
の
期
間
に
つ
い
て
当
該
路
上
駐
車
場
を

禁
止
し
よ
う
と
す
る
旨
及
び
禁
止
の
期
間
に
つ
い
て
当
該
路
上
駐
車
場
を
設
置
し
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設
置
し
た
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
期
間
を
定
め
て
行
わ
な
け
れ

た
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
き
い
た
う
え
で
、
期
間
を
定
め
て
行
な
わ
な
け
れ
ば

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め

め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
い
で
当
該
禁
止
を
す

ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
き
か
な
い
で
当
該
禁
止
を
す
る

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
禁
止
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
禁
止

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
禁
止
を
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
当
該
禁
止

を
し
た
旨
及
び
禁
止
の
期
間
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
し
た
旨
及
び
禁
止
の
期
間
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
・
７

（
略
）

６
・
７

（
略
）

（
免
許
等
に
関
す
る
手
数
料
）

（
免
許
等
に
関
す
る
手
数
料
）

第
百
十
二
条

都
道
府
県
は
、
第
六
章
（
第
百
四
条
の
四
第
六
項
（
第
百
五
条
第
二

第
百
十
二
条

都
道
府
県
は
、
第
六
章
（
第
百
四
条
の
四
第
六
項
（
第
百
五
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
及
び
第
六
章
の
二
の
規
定

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
及
び
第
六
章
の
二
の
規
定

に
よ
り
公
安
委
員
会
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
に
係
る
手
数
料
の
徴
収
に

に
よ
り
公
安
委
員
会
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
に
係
る
手
数
料
の
徴
収
に

つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
手
数

つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
手
数

料
の
種
別
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
区
分
に
応
じ
て
、
物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応

料
の
種
別
ご
と
に
政
令
で
定
め
る
区
分
に
応
じ
て
、
物
件
費
及
び
施
設
費
に
対
応

す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
に
人
件
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で

す
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
額
に
人
件
費
に
対
応
す
る
部
分
と
し
て
政
令
で

定
め
る
額
を
標
準
と
す
る
額
を
加
え
た
額
を
徴
収
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
条
例

定
め
る
額
を
標
準
と
す
る
額
を
加
え
た
額
を
徴
収
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
条
例

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五
の
三

（
略
）

一
～
五
の
三

（
略
）

五
の
四

運
転
技
能
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

運
転
技
能
検
査
手
数
料

（
新
設
）

六

第
九
十
一
条
又
は
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と

六

第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類
を

が
で
き
る
自
動
車
等
の
種
類
を
限
定
さ
れ
た
者
で
、
そ
の
限
定
の
全
部
又
は
一

限
定
さ
れ
た
者
で
、
そ
の
限
定
の
全
部
又
は
一
部
の
解
除
を
受
け
る
た
め
、
公

部
の
解
除
を
受
け
る
た
め
、
公
安
委
員
会
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の

安
委
員
会
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の

審
査
手
数
料

審
査
手
数
料

七
～
十
二

（
略
）

七
～
十
二

（
略
）

十
三

初
心
運
転
者
講
習
、
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
講
習
又

十
三

初
心
運
転
者
講
習
又
は
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
講
習
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は
若
年
運
転
者
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

通
知
手
数
料

を
受
け
よ
う
と
す
る
者

通
知
手
数
料

２

（
略
）

２

（
略
）

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

第
百
十
三
条
の
二

第
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
の
変
更
及
び
新
た
な

第
百
十
三
条
の
二

第
七
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
の
変
更
及
び
新
た
な

条
件
の
付
加
並
び
に
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停

条
件
の
付
加
並
び
に
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停

止
、
第
九
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止
、
同
条

止
、
第
九
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止
、
同
条

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
並
び
に
同
条
第
九
項
又
は
第
十
項
の
規
定

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
並
び
に
同
条
第
九
項
又
は
第
十
項
の
規
定

に
よ
る
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
の
指
定
、
第
九
十
七
条
の
三
第
三

に
よ
る
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
の
指
定
、
第
九
十
七
条
の
三
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
措
置

項
の
規
定
に
よ
る
運
転
免
許
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
措
置

（
同
条
第
一
項
の
合
格
の
決
定
の
取
消
し
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
百
三
条

（
同
条
第
一
項
の
合
格
の
決
定
の
取
消
し
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
百
三
条

第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止
（
同
条
第

第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止
（
同
条
第

一
項
第
五
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ

一
項
第
五
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る

る
免
許
の
取
消
し
（
同
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
同
条
第
七
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
を
受
け

も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
同
条
第
七
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
の
指
定
、
第
百
四
条
の
二
の
二
第
二
項
若
し
く
は
第
四

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
の
指
定
、
第
百
四
条
の
二
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の

項
又
は
第
百
四
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
、
第
百
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
仮
免
許
の
取
消
し

免
許
の
取
消
し
、
第
百
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
仮
免
許
の
取
消
し
並
び
に
第
百

並
び
に
第
百
七
条
の
五
第
一
項
又
は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条

七
条
の
五
第
一
項
又
は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
の
規

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
（
第
百
七
条
の
五
第
一
項
第
二

定
に
よ
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
（
第
百
七
条
の
五
第
一
項
第
二
号
に
係
る
も

号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
第
百
七
条
の
五
第
二
項
又
は
同
条
第
九
項
に
お

の
に
限
る
。
）
及
び
第
百
七
条
の
五
第
二
項
又
は
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
（
第

る
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
等
の
運
転
の
禁
止
（
第
百
七
条
の
五

百
七
条
の
五
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
自
動

第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
等
の
運
転

車
等
の
運
転
の
禁
止
に
あ
つ
て
は
、
第
百
七
条
の
五
第
二
項
に
係
る
も
の
に
限
る

の
禁
止
に
あ
つ
て
は
、
第
百
七
条
の
五
第
二
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い

。
）
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
（
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。
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て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
（
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は

）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

、
適
用
し
な
い
。

第
百
十
七
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役

第
百
十
七
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
六
十
六
条
（
過
労
運
転
等
の
禁
止
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者
（
麻
薬
、
大

三

第
六
十
六
条
（
過
労
運
転
等
の
禁
止
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者
（
麻
薬
、
大

麻
、
あ
へ
ん
、
覚
醒
剤
又
は
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

麻
、
あ
へ
ん
、
覚
せ
い
剤
又
は
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

三
百
三
号
）
第
三
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
物
の
影
響
に
よ
り

第
三
百
三
号
）
第
三
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
物
の
影
響
に
よ

正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
車
両
等
を
運
転
し
た
者
に
限

り
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
車
両
等
を
運
転
し
た
者
に

る
。
）

限
る
。
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

六

次
条
第
十
一
号
の
罪
を
犯
し
、
よ
つ
て
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
他
の

（
新
設
）

自
動
車
を
停
止
さ
せ
、
そ
の
他
道
路
に
お
け
る
著
し
い
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ

せ
た
者

第
百
十
七
条
の
二
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の

第
百
十
七
条
の
二
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の

懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

十
一

他
の
車
両
等
の
通
行
を
妨
害
す
る
目
的
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
行

（
新
設
）

為
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の
車
両
等
に
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ

る
お
そ
れ
の
あ
る
方
法
に
よ
る
も
の
を
し
た
者

イ

第
十
七
条
（
通
行
区
分
）
第
四
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為

ロ

第
二
十
四
条
（
急
ブ
レ
ー
キ
の
禁
止
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
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ハ

第
二
十
六
条
（
車
間
距
離
の
保
持
）
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為

ニ

第
二
十
六
条
の
二
（
進
路
の
変
更
の
禁
止
）
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な

る
よ
う
な
行
為

ホ

第
二
十
八
条
（
追
越
し
の
方
法
）
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
違
反
と

な
る
よ
う
な
行
為

ヘ

第
五
十
二
条
（
車
両
等
の
灯
火
）
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

ト

第
五
十
四
条
（
警
音
器
の
使
用
等
）
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

チ

第
七
十
条
（
安
全
運
転
の
義
務
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為

リ

第
七
十
五
条
の
四
（
最
低
速
度
）
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為

ヌ

第
七
十
五
条
の
八
（
停
車
及
び
駐
車
の
禁
止
）
第
一
項
の
規
定
の
違
反
と

な
る
よ
う
な
行
為

十
二

（
略
）

十
一

（
略
）

第
百
十
七
条
の
四

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

第
百
十
七
条
の
四

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
五
十
一
条
の
三
（
車
両
移
動
保
管
関
係
事
務
の
委
託
）
第
二
項
、
第
五
十

一

第
五
十
一
条
の
三
（
車
両
移
動
保
管
関
係
事
務
の
委
託
）
第
二
項
、
第
五
十

一
条
の
十
二
（
放
置
車
両
確
認
機
関
）
第
六
項
、
第
五
十
一
条
の
十
五
（
放
置

一
条
の
十
二
（
放
置
車
両
確
認
機
関
）
第
六
項
、
第
五
十
一
条
の
十
五
（
放
置

違
反
金
関
係
事
務
の
委
託
）
第
二
項
又
は
第
百
八
条
（
免
許
関
係
事
務
の
委
託

違
反
金
関
係
事
務
の
委
託
）
第
二
項
、
第
百
八
条
（
免
許
関
係
事
務
の
委
託
）

）
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
二
項
又
は
第
百
八
条
の
二
（
講
習
）
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

一
の
二
・
二

（
略
）

一
の
二
・
二

（
略
）

第
百
十
七
条
の
五

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

第
百
十
七
条
の
五

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）



- 58 -

（
削
る
）

二

第
五
十
一
条
の
二
（
違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
）
第
十
項
の
規
定
に
違
反
し

て
車
輪
止
め
装
置
を
破
損
し
、
又
は
取
り
除
い
た
者

二

第
百
八
条
の
三
の
四
（
講
習
通
知
事
務
の
委
託
）
第
二
項
、
第
百
八
条
の
七

三

第
百
八
条
の
三
の
三
（
講
習
通
知
事
務
の
委
託
）
第
二
項
、
第
百
八
条
の
七

（
秘
密
保
持
義
務
等
）
第
一
項
、
第
百
八
条
の
十
八
（
秘
密
保
持
義
務
）
又
は

（
秘
密
保
持
義
務
等
）
第
一
項
、
第
百
八
条
の
十
八
（
秘
密
保
持
義
務
）
又
は

第
百
八
条
の
三
十
一
（
都
道
府
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）
第
五
項
の

第
百
八
条
の
三
十
一
（
都
道
府
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）
第
五
項
の

規
定
に
違
反
し
た
者

規
定
に
違
反
し
た
者

第
百
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
月
以
下
の
懲
役
又
は

第
百
十
九
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
月
以
下
の
懲
役
又
は

五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
～
十
四

（
略
）

一
～
十
四

（
略
）

十
五

第
九
十
一
条
（
免
許
の
条
件
）
若
し
く
は
第
九
十
一
条
の
二
（
申
請
に
よ

十
五

第
九
十
一
条
（
免
許
の
条
件
）
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
付
し
、
若

る
免
許
の
条
件
の
付
与
等
）
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
付
し
、
若

し
く
は
変
更
し
た
条
件
に
違
反
し
、
又
は
第
百
七
条
の
四
（
臨
時
適
性
検
査
）

し
く
は
変
更
し
た
条
件
に
違
反
し
、
又
は
第
百
七
条
の
四
（
臨
時
適
性
検
査
）

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
命
令
に
違
反
し
て
自
動
車
又
は
原
動
機

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
命
令
に
違
反
し
て
自
動
車
又
は
原
動
機

付
自
転
車
を
運
転
し
た
者

付
自
転
車
を
運
転
し
た
者

２

（
略
）

２

（
略
）

第
百
十
九
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
（
第
一
号
及
び
第
二

第
百
十
九
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
（
第
一
号
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
行
為
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
行
為
が
車
両
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る

号
に
掲
げ
る
行
為
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
行
為
が
車
両
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
す
る
行
為
に
該
当
す
る
と
き
又
は
そ
の
行
為
を
し
た
場

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
す
る
行
為
に
該
当
す
る
と
き
又
は
そ
の
行
為
を
し
た
場

合
に
お
い
て
車
両
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
す
る
行

合
に
お
い
て
車
両
を
離
れ
て
直
ち
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
す
る
行

為
を
し
た
と
き
に
限
る
。
）
を
し
た
者
は
、
十
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

為
を
し
た
と
き
に
限
る
。
）
を
し
た
者
は
、
十
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
四
十
四
条
（
停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
）
第
一
項
、
第
四
十
五
条

一

第
四
十
四
条
（
停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
）
、
第
四
十
五
条
（
駐
車

（
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
）
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
八
条
（
停
車

を
禁
止
す
る
場
所
）
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
八
条
（
停
車
又
は
駐
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又
は
駐
車
の
方
法
の
特
例
）
、
第
四
十
九
条
の
三
（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お

車
の
方
法
の
特
例
）
、
第
四
十
九
条
の
三
（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐

け
る
駐
車
の
方
法
等
）
第
三
項
又
は
第
四
十
九
条
の
四
（
高
齢
運
転
者
等
専
用

車
の
方
法
等
）
第
三
項
又
は
第
四
十
九
条
の
四
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
時
間
制

時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
禁
止
）
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な

限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
禁
止
）
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為

行
為

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
百
十
九
条
の
三

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
第
一
号
か
ら
第
四
号

第
百
十
九
条
の
三

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
（
第
一
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。

ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。

）
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

）
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
四
十
四
条
（
停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
）
第
一
項
、
第
四
十
五
条

一

第
四
十
四
条
（
停
車
及
び
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
）
、
第
四
十
五
条
（
駐
車

（
駐
車
を
禁
止
す
る
場
所
）
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
八
条
（
停
車

を
禁
止
す
る
場
所
）
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
八
条
（
停
車
又
は
駐

又
は
駐
車
の
方
法
の
特
例
）
、
第
四
十
九
条
の
三
（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お

車
の
方
法
の
特
例
）
、
第
四
十
九
条
の
三
（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐

け
る
駐
車
の
方
法
等
）
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
四
（
高
齢

車
の
方
法
等
）
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
四
（
高
齢
運
転
者

運
転
者
等
専
用
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
禁
止
）
又
は
第
四
十
九

等
専
用
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
禁
止
）
又
は
第
四
十
九
条
の
五

条
の
五
（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
特
例
）
後
段
の
規
定
の
違
反

（
時
間
制
限
駐
車
区
間
に
お
け
る
駐
車
の
特
例
）
後
段
の
規
定
の
違
反
と
な
る

と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
た
者
（
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と

よ
う
な
行
為
を
し
た
者
（
第
四
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ

な
る
よ
う
な
行
為
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

う
な
行
為
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
次
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

二
～
八

（
略
）

二
～
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
百
二
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
に

第
百
二
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

処
す
る
。

一
～
十
六

（
略
）

一
～
十
六

（
略
）
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十
七

第
百
八
条
の
三
の
五
（
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
命
令
）
の
規
定
に
よ

十
七

第
百
八
条
の
三
の
四
（
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
命
令
）
の
規
定
に
よ

る
公
安
委
員
会
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

る
公
安
委
員
会
の
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
者

２

（
略
）

２

（
略
）

第
百
二
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
万
円
以
下
の
罰
金

第
百
二
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
万
円
以
下
の
罰
金

又
は
科
料
に
処
す
る
。

又
は
科
料
に
処
す
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

第
四
十
五
条
の
二
（
高
齢
運
転
者
等
標
章
自
動
車
の
停
車
又
は
駐
車
の
特
例

九

第
四
十
五
条
の
二
（
高
齢
運
転
者
等
標
章
自
動
車
の
停
車
又
は
駐
車
の
特
例

）
第
四
項
、
第
五
十
一
条
の
四
（
放
置
違
反
金
）
第
二
項
、
第
六
十
三
条
（
車

）
第
四
項
、
第
五
十
一
条
の
二
（
違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
）
第
十
項
、
第
五

両
の
検
査
等
）
第
七
項
、
第
七
十
五
条
（
自
動
車
の
使
用
者
の
義
務
等
）
第
十

十
一
条
の
四
（
放
置
違
反
金
）
第
二
項
、
第
六
十
三
条
（
車
両
の
検
査
等
）
第

一
項
（
第
七
十
五
条
の
二
（
自
動
車
の
使
用
者
の
義
務
等
）
第
三
項
に
お
い
て

七
項
、
第
七
十
五
条
（
自
動
車
の
使
用
者
の
義
務
等
）
第
十
一
項
（
第
七
十
五

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
八
条
（
許
可
の
手
続
）
第
四
項
、
第
九

条
の
二
（
自
動
車
の
使
用
者
の
義
務
等
）
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

十
四
条
（
免
許
証
の
記
載
事
項
の
変
更
届
出
等
）
第
一
項
、
第
百
三
条
の
二
（

含
む
。
）
、
第
七
十
八
条
（
許
可
の
手
続
）
第
四
項
、
第
九
十
四
条
（
免
許
証

免
許
の
効
力
の
仮
停
止
）
第
三
項
（
第
百
七
条
の
五
（
自
動
車
等
の
運
転
禁
止

の
記
載
事
項
の
変
更
届
出
等
）
第
一
項
、
第
百
三
条
の
二
（
免
許
の
効
力
の
仮

等
）
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
七
条
（
免
許
証
の

停
止
）
第
三
項
（
第
百
七
条
の
五
（
自
動
車
等
の
運
転
禁
止
等
）
第
十
項
に
お

返
納
等
）
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
百
七
条
の
五
（
自
動
車
等
の
運
転
禁

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
七
条
（
免
許
証
の
返
納
等
）
第
一
項

止
等
）
第
五
項
若
し
く
は
第
七
項
又
は
第
百
七
条
の
十
（
国
外
運
転
免
許
証
の

若
し
く
は
第
三
項
、
第
百
七
条
の
五
（
自
動
車
等
の
運
転
禁
止
等
）
第
五
項
若

返
納
等
）
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

し
く
は
第
七
項
又
は
第
百
七
条
の
十
（
国
外
運
転
免
許
証
の
返
納
等
）
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
（
第
百
十
七
条
の
五
第
二
号
に
該
当

す
る
者
を
除
く
。
）

九
の
二
～
十

（
略
）

九
の
二
～
十

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
百
二
十
三
条
の
二

第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
（
運
転
免
許
取
得
者
等
教
育
の
認

第
百
二
十
三
条
の
二

第
百
八
条
の
三
十
二
の
二
（
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
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定
）
第
三
項
（
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
（
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
の
認
定
）

）
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
十
万

円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

別
表
第
一
（
第
五
十
一
条
の
四
関
係
）

別
表
第
一
（
第
五
十
一
条
の
四
関
係
）

放
置
車
両
の
態
様
の
区
分

放
置
車
両
の
種
類

放
置
違
反
金

放
置
車
両
の
態
様
の
区
分

放
置
車
両
の
種
類

放
置
違
反
金

の
限
度
額

の
限
度
額

第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十

（
略
）

（
略
）

第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第

（
略
）

（
略
）

五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四

、
第
四
十
七
条
第
二
項
若
し
く

十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三

は
第
三
項
、
第
四
十
八
条
、
第

項
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九

四
十
九
条
の
三
第
三
項
、
第
四

条
の
三
第
三
項
、
第
四
十
九
条

十
九
条
の
四
又
は
第
七
十
五
条

の
四
又
は
第
七
十
五
条
の
八
第

の
八
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し

一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
駐
車

て
駐
車
し
て
い
る
も
の

し
て
い
る
も
の

（
略
）

（
略
）
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○

土
砂
等
を
運
搬
す
る
大
型
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
使
用
の
制
限
及
び
禁
止
）

（
使
用
の
制
限
及
び
禁
止
）

第
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
の
運
転
者
が
、
土
砂
等
の

第
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
の
運
転
者
が
、
土
砂
等
の

運
搬
の
た
め
の
当
該
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
の
運
転
に
関
し
、
次
の
各
号
の
い

運
搬
の
た
め
の
当
該
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
の
運
転
に
関
し
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
を

ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
を

使
用
す
る
者
に
対
し
、
六
箇
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動

使
用
す
る
者
に
対
し
、
六
箇
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動

車
の
使
用
を
制
限
し
、
又
は
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
運
転
者

車
の
使
用
を
制
限
し
、
又
は
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
運
転
者

に
対
し
当
該
違
反
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
相
当
の
注
意
及
び
監
督
が
尽
く
さ
れ

に
対
し
当
該
違
反
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
相
当
の
注
意
及
び
監
督
が
尽
く
さ
れ

た
こ
と
の
証
明
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
を
使
用
す
る

た
こ
と
の
証
明
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
土
砂
等
運
搬
大
型
自
動
車
を
使
用
す
る

者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

道
路
交
通
法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
六
号
、
第
百

二

道
路
交
通
法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
、
第
百
十
七
条
の

十
七
条
の
二
の
二
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
七
号
、
第
百
十
七
条
の
四
第

二
の
二
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第
七
号
、
第
百
十
七
条
の
四
第
一
号
の
二

一
号
の
二
又
は
第
百
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
違
反
行
為
を
し
、
よ
つ
て
交
通

又
は
第
百
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
違
反
行
為
を
し
、
よ
つ
て
交
通
事
故
を
起

事
故
を
起
こ
し
て
人
を
死
亡
さ
せ
、
又
は
傷
つ
け
た
と
き
。

こ
し
て
人
を
死
亡
さ
せ
、
又
は
傷
つ
け
た
と
き
。

三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
道
路
交
通
法
の
規
定
の
読
替
え
適
用
等
）

（
道
路
交
通
法
の
規
定
の
読
替
え
適
用
等
）

第
十
九
条

自
動
車
運
転
代
行
業
者
に
つ
い
て
の
道
路
交
通
法
の
規
定
の
適
用
に
つ

第
十
九
条

自
動
車
運
転
代
行
業
者
に
つ
い
て
の
道
路
交
通
法
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
七
十

い
て
は
、
同
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
七
十

四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
四
条
の
三
（
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
七
十

四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
四
条
の
三
（
第
五
項
を
除
く
。
）
、
第
七
十

五
条
第
一
項
（
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
く
。
）
、
第
百
十
七
条
の
二
第
四
号
及

五
条
第
一
項
（
第
五
号
及
び
第
六
号
を
除
く
。
）
、
第
百
十
七
条
の
二
第
四
号
及

び
第
五
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
百
十
八
条
第

び
第
五
号
、
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
百
十
八
条
第

一
項
第
四
号
、
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
第
百
十
九
条
の
三
第
一
項
第

一
項
第
四
号
、
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
第
百
十
九
条
の
三
第
一
項
第

四
号
並
び
に
第
百
二
十
条
第
一
項
第
十
一
号
の
三
の
規
定
に
規
定
す
る
車
両
（
同

四
号
並
び
に
第
百
二
十
条
第
一
項
第
十
一
号
の
三
の
規
定
に
規
定
す
る
車
両
（
同

法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
車
両
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。

法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
車
両
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
及
び
自
動
車
に
は
代
行
運
転
自
動
車
が
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
次
の
表

）
及
び
自
動
車
に
は
代
行
運
転
自
動
車
が
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

（
略
）

（
略
）

第
七
十
五
条
第
一
項
第

自
動
車
を
離
れ
て
直
ち
に

第
四
十
四
条
第
一
項
、

第
七
十
五
条
第
一
項
第

自
動
車
を
離
れ
て
直
ち
に

第
四
十
四
条
、
第
四
十

七
号

運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な

第
四
十
五
条
第
一
項
若

七
号

運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な

五
条
第
一
項
若
し
く
は

い
状
態
に
す
る
行
為
（
当

し
く
は
第
二
項
、
第
四

い
状
態
に
す
る
行
為
（
当

第
二
項
、
第
四
十
七
条

該
行
為
に
よ
り
自
動
車
が

十
七
条
、
第
四
十
八
条

該
行
為
に
よ
り
自
動
車
が

、
第
四
十
八
条
、
第
四

第
四
十
四
条
第
一
項
、
第

、
第
四
十
九
条
の
三
第

第
四
十
四
条
、
第
四
十
五

十
九
条
の
三
第
二
項
か

四
十
五
条
第
一
項
若
し
く

二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

ら
第
四
項
ま
で
、
第
四
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は
第
二
項
、
第
四
十
七
条

、
第
四
十
九
条
の
四
、

項
、
第
四
十
七
条
第
二
項

十
九
条
の
四
、
第
四
十

第
二
項
若
し
く
は
第
三
項

第
四
十
九
条
の
五
後
段

若
し
く
は
第
三
項
、
第
四

九
条
の
五
後
段
又
は
第

、
第
四
十
八
条
、
第
四
十

又
は
第
七
十
五
条
の
八

十
八
条
、
第
四
十
九
条
の

七
十
五
条
の
八
第
一
項

九
条
の
三
第
三
項
、
第
四

第
一
項
の
規
定
の
違
反

三
第
三
項
、
第
四
十
九
条

の
規
定
の
違
反
と
な
る

十
九
条
の
四
若
し
く
は
第

と
な
る
よ
う
な
行
為

の
四
若
し
く
は
第
七
十
五

よ
う
な
行
為

七
十
五
条
の
八
第
一
項
の

条
の
八
第
一
項
の
規
定
に

規
定
に
違
反
し
て
駐
車
す

違
反
し
て
駐
車
す
る
こ
と

る
こ
と
と
な
る
場
合
の
も

と
な
る
場
合
の
も
の
又
は

の
又
は
自
動
車
が
こ
れ
ら

自
動
車
が
こ
れ
ら
の
規
定

の
規
定
に
違
反
し
て
駐
車

に
違
反
し
て
駐
車
し
て
い

し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

る
場
合
に
お
け
る
も
の
に

も
の
に
限
る
。
）

限
る
。
）

（
略
）

（
略
）

第
百
十
九
条
の
二
第
一

第
七
十
五
条
（
自
動
車
の

第
七
十
五
条
（
自
動
車

第
百
十
九
条
の
二
第
一

第
七
十
五
条
（
自
動
車
の

第
七
十
五
条
（
自
動
車

項
第
三
号

使
用
者
の
義
務
等
）
第
一

の
使
用
者
の
義
務
等
）

項
第
三
号

使
用
者
の
義
務
等
）
第
一

の
使
用
者
の
義
務
等
）

項
第
七
号
の
規
定
に
違
反

第
一
項
第
七
号
（
運
転

項
第
七
号
の
規
定
に
違
反

第
一
項
第
七
号
（
運
転

す
る
行
為

代
行
業
法
第
十
九
条
第

す
る
行
為

代
行
業
法
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読

一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

場
合
及
び
同
条
第
二
項

場
合
及
び
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
み
な
し

の
規
定
に
よ
り
み
な
し

て
適
用
さ
れ
る
場
合
を

て
適
用
さ
れ
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
違

含
む
。
）
の
規
定
に
違

反
す
る
行
為
（
車
両
を

反
す
る
行
為
（
車
両
を
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離
れ
て
直
ち
に
運
転
す

離
れ
て
直
ち
に
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状

る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
に
す
る
行
為
（
当
該

態
に
す
る
行
為
（
当
該

行
為
に
よ
り
車
両
が
第

行
為
に
よ
り
車
両
が
第

四
十
四
条
第
一
項
、
第

四
十
四
条
、
第
四
十
五

四
十
五
条
第
一
項
若
し

条
第
一
項
若
し
く
は
第

く
は
第
二
項
、
第
四
十

二
項
、
第
四
十
七
条
第

七
条
第
二
項
若
し
く
は

二
項
若
し
く
は
第
三
項

第
三
項
、
第
四
十
八
条

、
第
四
十
八
条
、
第
四

、
第
四
十
九
条
の
三
第

十
九
条
の
三
第
三
項
、

三
項
、
第
四
十
九
条
の

第
四
十
九
条
の
四
若
し

四
若
し
く
は
第
七
十
五

く
は
第
七
十
五
条
の
八

条
の
八
第
一
項
の
規
定

第
一
項
の
規
定
に
違
反

に
違
反
し
て
駐
車
す
る

し
て
駐
車
す
る
こ
と
と

こ
と
と
な
る
場
合
の
も

な
る
場
合
の
も
の
又
は

の
又
は
車
両
が
こ
れ
ら

車
両
が
こ
れ
ら
の
規
定

の
規
定
に
違
反
し
て
駐

に
違
反
し
て
駐
車
し
て

車
し
て
い
る
場
合
に
お

い
る
場
合
に
お
け
る
も

け
る
も
の
に
限
る
。
）

の
に
限
る
。
）
に
係
る

に
係
る
も
の
に
限
る
。

も
の
に
限
る
。
）

）

（
略
）

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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○

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
二
十
七

（
略
）

一
～
二
十
七

（
略
）

二
十
八

交
通
安
全
特
定
事
業

次
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。

二
十
八

交
通
安
全
特
定
事
業

次
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

違
法
駐
車
行
為
（
道
路
交
通
法
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
違
法
駐
車
行

ロ

違
法
駐
車
行
為
（
道
路
交
通
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
違
法
駐
車
行

為
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
車
両
の
取
締
り
の
強

為
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
車
両
の
取
締
り
の
強

化
、
違
法
駐
車
行
為
の
防
止
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
及
び
啓
発
活
動
そ
の
他

化
、
違
法
駐
車
行
為
の
防
止
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
及
び
啓
発
活
動
そ
の
他

の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
生
活
関
連
経
路
を
構
成
す
る
道
路
に
お

の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
生
活
関
連
経
路
を
構
成
す
る
道
路
に
お

け
る
違
法
駐
車
行
為
の
防
止
の
た
め
の
事
業

け
る
違
法
駐
車
行
為
の
防
止
の
た
め
の
事
業
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道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

新
旧
対
照
条
文

○

道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
免
許
の
拒
否
又
は
保
留
の
事
由
と
な
る
病
気
等
）

（
免
許
の
拒
否
又
は
保
留
の
事
由
と
な
る
病
気
等
）

第
三
十
三
条
の
二
の
三

（
略
）

第
三
十
三
条
の
二
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
病
気
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お

３

法
第
九
十
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
病
気
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

一

そ
う
鬱
病
（
そ
う
病
及
び
鬱
病
を
含
み
、
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に
必
要

一

そ
う
う
つ
病
（
そ
う
病
及
び
う
つ
病
を
含
み
、
自
動
車
等
の
安
全
な
運
転
に

な
認
知
、
予
測
、
判
断
又
は
操
作
の
い
ず
れ
か
に
係
る
能
力
を
欠
く
こ
と
と
な

必
要
な
認
知
、
予
測
、
判
断
又
は
操
作
の
い
ず
れ
か
に
係
る
能
力
を
欠
く
こ
と

る
お
そ
れ
が
あ
る
症
状
を
呈
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
症
状
を
呈
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

４

法
第
九
十
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り

４

法
第
九
十
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

と
す
る
。

一

法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
六
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（

一

法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号
又
は
第
三
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等

自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
指
定
自
動
車
教
習
所
の
指
定
の
基
準
）

（
指
定
自
動
車
教
習
所
の
指
定
の
基
準
）

第
三
十
五
条

法
第
九
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲

第
三
十
五
条

法
第
九
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

げ
る
と
お
り
と
す
る
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

道
路
の
交
通
に
関
す
る
業
務
に
お
け
る
管
理
的
又
は
監
督
的
地
位
に
三
年
以

二

道
路
の
交
通
に
関
す
る
業
務
に
お
け
る
管
理
的
又
は
監
督
的
地
位
に
三
年
以

上
あ
つ
た
者
そ
の
他
自
動
車
教
習
所
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
及
び
経
験

上
あ
つ
た
者
そ
の
他
自
動
車
教
習
所
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
知
識
及
び
経
験

を
有
す
る
者
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

を
有
す
る
者
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

法
第
百
十
七
条
の
二
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
罪
、
法
第
百
十
七
条
の

ロ

法
第
百
十
七
条
の
二
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
罪
、
法
第
百
十
七
条
の

二
の
二
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
若
し
く
は
第
十
二
号
の
罪
、
法
第
百
十
八

二
の
二
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
罪
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
四
号

条
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
の
罪
、
法
第
百
十
九
条
第
一
項
第
十
一

若
し
く
は
第
五
号
の
罪
、
法
第
百
十
九
条
第
一
項
第
十
一
号
の
罪
又
は
法
第

号
の
罪
又
は
法
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
罪
を
犯
し
罰
金
以
上
の

百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
罪
を
犯
し
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起

な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

算
し
て
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
仮
運
転
免
許
の
取
消
し
の
基
準
）

（
仮
運
転
免
許
の
取
消
し
の
基
準
）

第
三
十
九
条
の
三

法
第
百
六
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲

第
三
十
九
条
の
三

法
第
百
六
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

仮
運
転
免
許
を
受
け
た
者
が
法
第
百
十
七
条
、
法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号

三

仮
運
転
免
許
を
受
け
た
者
が
法
第
百
十
七
条
、
法
第
百
十
七
条
の
二
第
一
号

、
第
三
号
若
し
く
は
第
六
号
、
法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
号
、
第
三
号
、

若
し
く
は
第
三
号
、
法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
一
号
、
第
三
号
若
し
く
は
第

第
七
号
若
し
く
は
第
十
一
号
、
法
第
百
十
七
条
の
三
、
法
第
百
十
七
条
の
四
第

七
号
、
法
第
百
十
七
条
の
三
若
し
く
は
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二

一
号
の
二
若
し
く
は
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
七
号
（
法

号
、
第
七
号
（
法
第
八
十
五
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る

第
八
十
五
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第

。
）
若
し
く
は
第
八
号
に
係
る
違
反
行
為
（
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に

八
号
に
係
る
違
反
行
為
（
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
違
反
行
為
に

係
る
違
反
行
為
に
あ
つ
て
は
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
超
え
る
速
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あ
つ
て
は
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
を
超
え
る
速
度
で
進
行
し
て
は

度
で
進
行
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
最
高
速
度
を
三
十
キ
ロ
メ
ー

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
最
高
速
度
を
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
（
高
速

ト
ル
毎
時
（
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
は
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
）
以

自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
は
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
）
以
上
超
え
る
速
度
で

上
超
え
る
速
度
で
運
転
す
る
行
為
に
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る

運
転
す
る
行
為
に
、
法
第
百
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
係
る
違
反
行
為
に
あ
つ

違
反
行
為
に
あ
つ
て
は
車
両
に
つ
い
て
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

て
は
車
両
に
つ
い
て
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
積
載
物
の
重
量
の

積
載
物
の
重
量
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
数
値
の
二
倍
以
上
の
重
量
の
積
載

制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
数
値
の
二
倍
以
上
の
重
量
の
積
載
を
し
て
大
型
自
動

を
し
て
大
型
自
動
車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
大
型
特
殊
自
動
車

車
、
中
型
自
動
車
、
準
中
型
自
動
車
又
は
大
型
特
殊
自
動
車
を
運
転
す
る
行
為

を
運
転
す
る
行
為
に
限
る
。
）
又
は
道
路
運
送
車
両
法
第
五
十
八
条
第
一
項
若

に
限
る
。
）
又
は
道
路
運
送
車
両
法
第
五
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
自
動
車
損

し
く
は
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
五
条

害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
五
条
の
規
定
に
違
反
す

の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

る
行
為
を
し
た
と
き
。

四

（
略
）

四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
危
険
行
為
）

（
危
険
行
為
）

第
四
十
一
条
の
三

法
第
百
八
条
の
三
の
四
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
自
転
車
の

第
四
十
一
条
の
三

法
第
百
八
条
の
三
の
四
の
政
令
で
定
め
る
行
為
は
、
自
転
車
の

運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
～
十
四

（
略
）

一
～
十
四

（
略
）

十
五

法
第
百
十
七
条
の
二
第
六
号
又
は
法
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
の

（
新
設
）

罪
に
当
た
る
行
為

別
表
第
二
（
第
二
十
六
条
の
七
、
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
三
条
の
二
の
三
、
第

別
表
第
二
（
第
二
十
六
条
の
七
、
第
三
十
三
条
の
二
、
第
三
十
三
条
の
二
の
三
、
第

三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
の
三
、
第
三
十
七
条
の
八
関
係
）

三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
の
三
、
第
三
十
七
条
の
八
関
係
）

一

一
般
違
反
行
為
に
付
す
る
基
礎
点
数

一

一
般
違
反
行
為
に
付
す
る
基
礎
点
数

一
般
違
反
行
為
の
種
別

点

数

一
般
違
反
行
為
の
種
別

点

数
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無
免
許
運
転
、
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
以
上
）
、
過
労
運

二
十
五
点

無
免
許
運
転
、
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
以
上
）
、
過
労
運

二
十
五
点

転
等
、
妨
害
運
転
（
交
通
の
危
険
の
お
そ
れ
）
又
は
共
同
危
険

転
等
又
は
共
同
危
険
行
為
等
禁
止
違
反

行
為
等
禁
止
違
反

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

特
定
違
反
行
為
に
付
す
る
基
礎
点
数

二

特
定
違
反
行
為
に
付
す
る
基
礎
点
数

特
定
違
反
行
為
の
種
別

点

数

特
定
違
反
行
為
の
種
別

点

数

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

酒
酔
い
運
転
、
麻
薬
等
運
転
、
妨
害
運
転
（
著
し
い
交
通
の
危

三
十
五
点

酒
酔
い
運
転
、
麻
薬
等
運
転
又
は
救
護
義
務
違
反

三
十
五
点

険
）
又
は
救
護
義
務
違
反

三

（
略
）

三

（
略
）

備
考

備
考

一

違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

違
反
行
為
に
付
す
る
点
数
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１

（
略
）

１

（
略
）

２

当
該
違
反
行
為
を
し
、
よ
つ
て
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
（
二
の

２

当
該
違
反
行
為
を
し
、
よ
つ
て
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
（
二
の

119

118

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
次
に
定

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
次
に
定

128

127

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

・

（
略
）

・

（
略
）

（イ）

（ロ）

（イ）

（ロ）

３

二
の

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第

３

二
の

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第

119

128

118

127

百
十
七
条
の
五
第
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
１
に
よ
る

百
十
七
条
の
五
第
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
１
に
よ
る

点
数
に
、
五
点
を
加
え
た
点
数
と
す
る
。

点
数
に
、
五
点
を
加
え
た
点
数
と
す
る
。

二

一
の
表
及
び
二
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
用
語
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

二

一
の
表
及
び
二
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
用
語
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

「
過
労
運
転
等
」
と
は
、
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（

３

「
過
労
運
転
等
」
と
は
、
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
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に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

130

129

４

「
妨
害
運
転
（
交
通
の
危
険
の
お
そ
れ
）
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の

（
新
設
）

二
の
二
第
十
一
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
い
う
。

５

（
略
）

４

（
略
）

６

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）
等
」
と
は

５

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
五
十
以
上
）
等
」
と
は

、
身
体
に
第
四
十
四
条
の
三
に
定
め
る
程
度
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有

、
身
体
に
第
四
十
四
条
の
三
に
定
め
る
程
度
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
保
有

す
る
状
態
（
２
に
規
定
す
る
状
態
を
除
く
。
）
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に

す
る
状
態
（
２
に
規
定
す
る
状
態
を
除
く
。
）
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に

お
け
る

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

お
け
る

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

11

13

10

12

７

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
三
十
（
高
速
四
十
）
以

６

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
三
十
（
高
速
四
十
）
以

上
五
十
未
満
）
等
」
と
は
、
６
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場
合

上
五
十
未
満
）
等
」
と
は
、
５
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場
合

に
お
け
る

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

に
お
け
る

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

14

18

13

17

８

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
（
高

７

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十
五
以
上
三
十
（
高

速
四
十
）
未
満
）
等
」
と
は
、
６
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場

速
四
十
）
未
満
）
等
」
と
は
、
５
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場

合
に
お
け
る

又
は

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

合
に
お
け
る

又
は

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

19

21

23

18

20

22

９

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十
五
未
満
）
等
」
と

８

「
酒
気
帯
び
（
〇
・
二
五
未
満
）
速
度
超
過
（
二
十
五
未
満
）
等
」
と

は
、
６
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

か
ら

ま

は
、
５
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

か
ら

ま

25

47

24

46

で
、

か
ら

ま
で
又
は

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

で
、

か
ら

ま
で
又
は

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
い
う
。

49

64

66

118

48

63

65

117

「
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
未
満
）
」
と
は
、
法
第
六
十
五
条
第
一

９

「
酒
気
帯
び
運
転
（
〇
・
二
五
未
満
）
」
と
は
、
法
第
六
十
五
条
第
一

10
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
の
う
ち
６
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
す
る
行

項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
の
う
ち
５
に
規
定
す
る
状
態
で
運
転
す
る
行

為
（
６
か
ら
９
ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

為
（
５
か
ら
８
ま
で
に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

～

（
略
）

～

（
略
）

11

21

10

20

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
十
割
以
上
）
」
と
は
、
積
載
物
重

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
十
割
以
上
）
」
と
は
、
積
載
物
重

22

21

量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

15

14
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「
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
五

「
携
帯
電
話
使
用
等
（
保
持
）
」
と
は
、
法
第
七
十
一
条
第
五
号
の
五

23

22

の
規
定
に
違
反
し
て
同
号
の
無
線
通
話
装
置
を
同
号
の
通
話
の
た
め
に
使

の
規
定
に
違
反
し
て
同
号
の
無
線
通
話
装
置
を
同
号
の
通
話
の
た
め
に
使

用
し
、
又
は
自
動
車
若
し
く
は
原
動
機
付
自
転
車
に
持
ち
込
ま
れ
た
同
号

用
し
、
又
は
自
動
車
若
し
く
は
原
動
機
付
自
転
車
に
持
ち
込
ま
れ
た
同
号

の
画
像
表
示
用
装
置
を
手
で
保
持
し
て
こ
れ
に
表
示
さ
れ
た
画
像
を
注
視

の
画
像
表
示
用
装
置
を
手
で
保
持
し
て
こ
れ
に
表
示
さ
れ
た
画
像
を
注
視

す
る
行
為
（

に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
。

す
る
行
為
（

に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を
い
う
。

16

15

～

（
略
）

～

（
略
）

24

46

23

45

「
駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）
」
と
は
、
駐
停
車
禁
止
場
所

「
駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
）
」
と
は
、
駐
停
車
禁
止
場
所

47

46

等
違
反
行
為
の
う
ち
、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

等
違
反
行
為
の
う
ち
、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

20

19

・

（
略
）

・

（
略
）

48

49

47

48

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
以
上
十
割
未
満
）
」
と
は
、

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
以
上
十
割
未
満
）
」
と
は
、

50

49

積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー

積
載
物
重
量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
百
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く

セ
ン
ト
以
上
百
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く

21

20

。
）
を
い
う
。

。
）
を
い
う
。

～

（
略
）

～

（
略
）

51

74

50

73

「
車
間
距
離
不
保
持
」
と
は
、
法
第
二
十
六
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る

「
車
間
距
離
不
保
持
」
と
は
、
法
第
二
十
六
条
の
規
定
の
違
反
と
な
る

75

74

よ
う
な
行
為
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

よ
う
な
行
為
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

35

34

～

（
略
）

～

（
略
）

76

85

75

84

「
駐
停
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）
」
と
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一

「
駐
停
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
）
」
と
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一

86

85

項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
の
三

項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
の
三

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
四
又
は
第
四
十
九
条
の
五
後

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
四
十
九
条
の
四
又
は
第
四
十
九
条
の
五
後

段
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
法
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
又

段
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
（
法
第
四
十
九
条
の
三
第
三
項
又

は
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
、

は
第
四
十
九
条
の
四
の
規
定
の
違
反
と
な
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
は
、

駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
行
為
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、

駐
停
車
禁
止
場
所
等
違
反
行
為
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

48

47
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～

（
略
）

～

（
略
）

87

94

86

93

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
未
満
）
」
と
は
、
積
載
物
重

「
積
載
物
重
量
制
限
超
過
（
普
通
等
五
割
未
満
）
」
と
は
、
積
載
物
重

95

94

量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
未

量
制
限
超
過
の
う
ち
、
そ
の
超
え
る
積
載
の
割
合
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
未

満
の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

満
の
も
の
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

49

48

～

（
略
）

～

（
略
）

96

100

95

99

「
整
備
不
良
（
尾
灯
等
）
」
と
は
、
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
違
反
す

「
整
備
不
良
（
尾
灯
等
）
」
と
は
、
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
違
反
す

101

100

る
行
為
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

る
行
為
（

に
規
定
す
る
行
為
を
除
く
。
）
を
い
う
。

51

50

～

（
略
）

～

（
略
）

102

120

101

119

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
三
月
以
上
又
は
後
遺
障
害
）
」
と
は
、
自

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
三
月
以
上
又
は
後
遺
障
害
）
」
と
は
、
自

121

120

動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為

動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為

で
故
意
（
人
の
殺
害
に
係
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ

で
故
意
（
人
の
殺
害
に
係
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
よ
る
も
の
（
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行

。
）
に
よ
る
も
の
（
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る
行
為
に
あ
つ
て
は
、
当
該
行

為
に
よ
つ
て
人
が
負
傷
し
た
場
合
に
限
る
。

及
び

に
お
い
て
同
じ
。

為
に
よ
つ
て
人
が
負
傷
し
た
場
合
に
限
る
。

及
び

に
お
い
て
同
じ
。

123

125

122

124

）
の
う
ち
、
負
傷
者
の
治
療
期
間
（
負
傷
の
治
療
に
要
す
る
期
間
（
負
傷

）
の
う
ち
、
負
傷
者
の
治
療
期
間
（
負
傷
の
治
療
に
要
す
る
期
間
（
負
傷

者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
最

者
の
数
が
二
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
最

も
負
傷
の
程
度
が
重
い
者
の
負
傷
の
治
療
に
要
す
る
期
間
）
を
い
う
。
以

も
負
傷
の
程
度
が
重
い
者
の
負
傷
の
治
療
に
要
す
る
期
間
）
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が
三
月
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
負
傷
者
に
後
遺
障
害
（
負
傷

下
同
じ
。
）
が
三
月
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
負
傷
者
に
後
遺
障
害
（
負
傷

が
治
つ
た
と
き
（
そ
の
症
状
が
固
定
し
た
と
き
を
含
む
。
）
に
お
け
る
身

が
治
つ
た
と
き
（
そ
の
症
状
が
固
定
し
た
と
き
を
含
む
。
）
に
お
け
る
身

体
の
障
害
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
程
度
の
も
の
を
い
う
。
以

体
の
障
害
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
程
度
の
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が
存
す
る
も
の
を
い
う
。

下
同
じ
。
）
が
存
す
る
も
の
を
い
う
。

～

（
略
）

～

（
略
）

122

126

121

125

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
十
五
日
未
満
又
は
建
造
物
損
壊
）
」
と
は

「
運
転
傷
害
等
（
治
療
期
間
十
五
日
未
満
又
は
建
造
物
損
壊
）
」
と
は

127

126

、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る

、
自
動
車
等
の
運
転
に
よ
り
人
を
負
傷
さ
せ
又
は
建
造
物
を
損
壊
さ
せ
る

行
為
で
故
意
に
よ
る
も
の
の
う
ち
、

、

及
び

に
規
定
す
る
行
為
以

行
為
で
故
意
に
よ
る
も
の
の
う
ち
、

、

及
び

に
規
定
す
る
行
為
以

121

123

125

120

122

124
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外
の
も
の
を
い
う
。

外
の
も
の
を
い
う
。

～

（
略
）

～

（
略
）

128

130

127

129

「
妨
害
運
転
（
著
し
い
交
通
の
危
険
）
」
と
は
、
法
第
百
十
七
条
の
二

（
新
設
）

131
第
六
号
の
罪
に
当
た
る
行
為
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
行
わ
れ
た
も
の

に
限
る
。
）
を
い
う
。

（
略
）

（
略
）

132

130

別
表
第
六
（
第
四
十
五
条
関
係
）

別
表
第
六
（
第
四
十
五
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）

備
考

備
考

一

（
略
）

一

（
略
）

二

こ
の
表
の
反
則
行
為
の
種
類
の
欄
に
掲
げ
る
用
語
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二

こ
の
表
の
反
則
行
為
の
種
類
の
欄
に
掲
げ
る
用
語
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ

別
表
第
二
の
備
考
の
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ

別
表
第
二
の
備
考
の
二
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

ろ
に
よ
る
。

１
～
６

（
略
）

１
～
６

（
略
）

７

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
場
所

７

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
場
所

等
以
外
）
）
」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

に
規
定
す
る
行
為
の

等
以
外
）
）
」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

に
規
定
す
る
行
為
の

20

19

う
ち
、
５
に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

う
ち
、
５
に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

８

（
略
）

８

（
略
）

９

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
場
所
等

９

「
放
置
駐
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
場
所
等

以
外
）
）
」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

に
規
定
す
る
行
為
の
う

以
外
）
）
」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

に
規
定
す
る
行
為
の
う

48

47

ち
、
８
に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

ち
、
８
に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

・

（
略
）

・

（
略
）

10

11

10

11

「
駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
場
所
等

「
駐
停
車
違
反
（
駐
停
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
場
所
等

12

12
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以
外
）
）
」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

に
規
定
す
る
行
為
の
う

以
外
）
）
」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

に
規
定
す
る
行
為
の
う

47

46

ち
、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

ち
、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

10

10

（
略
）

（
略
）

13

13

「
駐
停
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
場
所
等
以

「
駐
停
車
違
反
（
駐
車
禁
止
場
所
等
（
高
齢
運
転
者
等
専
用
場
所
等
以

14

14

外
）
）
」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

に
規
定
す
る
行
為
の
う
ち

外
）
）
」
と
は
、
別
表
第
二
の
備
考
の
二
の

に
規
定
す
る
行
為
の
う
ち

86

85

、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

、

に
規
定
す
る
行
為
以
外
の
も
の
を
い
う
。

13

13

～

（
略
）

～

（
略
）

15

22

15

22

三

（
略
）

三

（
略
）


















